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2.1.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 












ワークの設計と評価“電子情報通信学会通信ソサイエティ和文論文誌，J101-B巻 5号 ，2018年 05月 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) S. Imai, Y. Kishikawa, Y. Arai and T. Inomata, “Prototype of Indoor Activity Estimation System 
with Low Load”，Proc. of 2018 IEEE 7th Global Conference on Consumer Electronics (GCCE), pp. 204-
207,  
DOI: 10.1109/GCCE.2018.8574774, 2018. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シ
ステムの小型化と通信品質改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-F15, 2018. 
2) 新井義和，六本木和也，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのセ
ンサインタフェースの選択機構”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-A12, 2018. 
3) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象とした時間制約付き最
長経路問題とその探索法”，電気学会全国大会, PS4, 2018. 
4) 阿部健滋，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“複合現実を用いた家電機器統合制御フレームワークの試作”，
第 17回情報科学技術フォーラム（FIT2018）講演論文集, pp. 4-251-4-252, 2018. 
5) 佐々木希望，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“MANET におけるブラックホール攻撃に対する低遅延の経路
















































したとおりであり，「おでんせ！サイエンスキッズ 2018（2018年 7 月 28, 8月 2日）」において３テーマ（小４
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職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 













トワークの設計と評価,” 信学論 B, Vol. J101-B, No. 5, pp. 338-346,  
DOI: 10.14923/transcomj.2017MOP0007, 2018. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
2) S. Imai, Y. Kishikawa, Y. Arai and T. Inomata, “Prototype of Indoor Activity Estimation System 
with Low Load”，Proc. of 2018 IEEE 7th Global Conference on Consumer Electronics (GCCE), pp. 204-
207,  
DOI: 10.1109/GCCE.2018.8574774, 2018. 
3) Yoshitaka Shibata, Yoshikazu Arai, Yoshia Saito, Jun Hakura, A IoT Based Disaster Information 
Platform for Challenged Network Environment in Snow Countries, The 33rd International Conference 
on Advanced Information Networking and Applications (AINA-2019), pp. 537-544, 2019. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シ
ステムの小型化と通信品質改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-F15, 2018. 
2) 新井義和，六本木和也，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのセ
ンサインタフェースの選択機構”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-A12, 2018. 
3) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象とした時間制約付き最
長経路問題とその探索法”，電気学会全国大会, PS4, 2018. 
4) 阿部健滋，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“複合現実を用いた家電機器統合制御フレームワークの試作”，
第 17回情報科学技術フォーラム（FIT2018）講演論文集, pp. 4-251-4-252, 2018. 
5) 佐々木希望，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“MANET におけるブラックホール攻撃に対する低遅延の経路
構築手法”，信学技報, Vol. 118, No. 378, MoNA2018-45, pp. 37-41, 2018. 
6) 新井義和，齊藤義仰，羽倉 淳，柴田義孝，“北国における生活環境改善のための情報共有の基礎検討”，2019 
年電子情報通信学会総合大会，D-23-5, 2019. 
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(e) 研究費の獲得 
1) 平成 30 年度岩手県立大学全学競争研究費，“空間的にシームレスな同時多発通信機能を持つ自己組織化ロボ
ットシステムの開発”（研究代表者），1,950,000 円 

























1) いわて組込み技術研究会 会長 
2) いわて組込みシステムコンソーシアム 代表 
3) ET ロボコン 2018 東北地区実行委員長 
4) JST 新技術説明会 発表「ハンドルを介した自動車運転中の居眠り予兆検知システム」 
(c) 一般教育 
1) 家族ロボット教室 アシスタント 
2) おでんせ！サイエンスキッズ 2018「ロボットを動かそう」講師 
(d) 産学連携 
1) アイシン・コムクルーズ（株） 共同研究 
(e) 学会などにおける活動 































サインタフェースの選択機構”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-A12, 2018.より引用) 
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トワークの設計と評価,” 信学論 B, Vol. J101-B, No. 5, pp. 338-346,  
DOI: 10.14923/transcomj.2017MOP0007, 2018. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) S. Imai, Y. Kishikawa, Y. Arai and T. Inomata, “Prototype of Indoor Activity Estimation System 
with Low Load”，Proc. of 2018 IEEE 7th Global Conference on Consumer Electronics (GCCE), pp. 204-
207,  
DOI: 10.1109/GCCE.2018.8574774, 2018. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 赤川徹朗，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，“信号多重化技術を用いた空間的にシームレスな局所的通信シ
ステムの小型化と通信品質改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-F15, 2018. 
2) 新井義和，六本木和也，石黒智子，今井信太郎，猪股俊光，“プラグアンドプレイによる CAN 接続のためのセ
ンサインタフェースの選択機構”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-A12, 2018. 
3) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象とした時間制約付き最
長経路問題とその探索法”，電気学会全国大会, PS4, 2018. 
4) 野田遼太郎，今井信太郎，武田敦志，“CNN による画像認識精度向上のための付加ノイズの検討”，第 17 回情
報科学技術フォーラム（FIT2018）講演論文集, pp. 3-139-3-140, 2018. 
5) 阿部健滋，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“複合現実を用いた家電機器統合制御フレームワークの試作”，
第 17回情報科学技術フォーラム（FIT2018）講演論文集, pp. 4-251-4-252, 2018. 
6) 佐々木希望，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“MANET におけるブラックホール攻撃に対する低遅延の経路
構築手法”，信学技報, Vol. 118, No. 378, MoNA2018-45, pp. 37-41, 2018. 
(e) 研究費の獲得 



















1) 岩手県立大学オープンラボ 講師 







1) ETロボコン 2018 東北地区審査委員長 






1) 情報処理学会 DPS研究会ワークショップ 2018 プログラム委員 
2) 情報処理学会 DPS研究会ワークショップ 2018 査読（2件） 
3) 情報処理学会コンシューマデバイス／サービス／システム論文 査読（1件） 
4) 2017 IEEE 5th Global Conference on Consumer Electronics (GCCE 2018) 査読（1件） 
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In this research, we aim to estimate observed person’s indoor activities with low load. The proposed system satisfies the 
following three functional requirements i.e. (F1) an observed person is not required wearing tags/sensors, (F2) not using 
camera, and (F3) using inexpensive sensors. The system estimates the observed person’s activities based on acquired data 
from human sensors, power consumption sensors, illuminance sensors and water flow sensors. From the result of preliminary 
experiment, the system uses neural network for estimation. We implemented a prototype system and confirmed that 
moderate estimation accuracy and low load are compatible. (S. Imai, Y. Kishikawa, Y. Arai and T.Inomata, “Prototype of 
Indoor Activity Estimation System with Low Load”，Proc. of 2018 IEEE 7th Global Conference on Consumer Electronics 












































ル化，センサの I/F判定アルゴリズム，センサ固有情報を設定する GUIの実装を試みる． 











































ステムの小型化と通信品質改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-F15, 2018. 
2) 佐々木希望，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“MANET におけるブラックホール攻撃に対する低遅延の経路
構築手法”，信学技報, Vol. 118, No. 378, MoNA2018-45, pp. 37-41, 2018. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 湯澤直希，保志昂汰，今野 瞭，田尻隼人，山田雄大，ET ロボコン 2018 東北地区大会，JASA 東北支部賞，     




 (a) 短大・高専生の体験実習（講座教員担当分） 
 ■テーマ 1 
 【名称】数理的アプローチによる組込みソフトウェア開発 
 【担当】猪股俊光 
 【期間】H 30 年 8 月 20 日から 8 月 24 日 










(b) おでんせ！サイエンスキッズ 2018（講座教員担当分） 
 ■テーマ 1（７月２８日，８月２日） 



















 【名称】カードゲームでプログラミング力をつけよう –小学生のためのプログラミング教育− 
 【担当】猪股俊光 








■テーマ 4（8 月 8 日） 
 【名称】ロボットを動かそう～ロボットを歩かせたり，躍らせよう～ 
 【担当】新井義和 
 【概要】Visual BASIC のソースコードによるプログラミングを通して，5 つの自由度をもつ四脚歩行ロボット
の歩行制御を行う．どのモータをどんな順番でどれだけ動かすとスムーズにそして速く歩けるか，試行
錯誤を通して競争する． 




















































 また，無線電波や赤外線など NFC を研究し，及び携帯情報端末及び知的観光案内システムの開発と実用化を行
っている． 
キーワード： 並列処理ソフトウェア， 高性能計算，赤外線通信，組み込みシステム，あみだくじ，数え上げ 
(b) 年度目標 
• センサ側での小型プロセッサによるデータ解析手法の確立とその並列化実装検証 































1) 木綱啓人, 佐藤裕幸, GPGPU 向け 2 値画像の同時連結成分抽出方式の提案と実装, GPU Technology 
Conference Japan (GTC Japan) 2018 Poster Session, 2018年 9月. 
2) Hiroto Kizuna and Hiroyuki Sato, Accelerating facial detection for improvement of person 
identification accuracy in entering and exiting management system, Computing and Networking 
(CANDAR), 2018 Eighth International Symposium, IEEE, 2018年 12月. 
3) Hiroto Kizuna and Hiroyuki Sato, Proposal and implementation of simultaneous connected-component 
labeling of the binary images for GPGPU, GPU Technology Conference (GTC) 2019 Poster Session, 2019
年 3月. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 木綱啓人, 佐藤裕幸, GPGPU向け 2値画像の同時連結成分抽出方式の提案と実装, 研究報告ハイパフォーマ
ンスコンピューティング(HPC), 2018年 7月. 
2) 佐藤裕幸, タブレット PCを用いた AGVの自律走行制御の評価」, 第 16回情報科学技術フォーラム(FIT2018), 
M-007, 2018年 9月. 
3) 木綱啓人, 佐藤裕幸, 入退室管理システムにおける人物特定精度向上に向けた顔検出の高速化, 第 16回情報
科学技術フォーラム(FIT2018), B-002, 2018年 9月. 
4) 木綱啓人, 佐藤裕幸, GPGPU向け 2値画像の連結成分抽出と同時穴埋め処理の高速化手法の提案と実装, 情
処学会第 81回全国大会, 5L-04, 2019年 3月. 
5) 近藤鯛貴, 木綱啓人, 竹田大将, 佐藤裕幸, TV 正則化法と事例学習法を用いたマルチフレーム超解像拡大
法, 電子情報通信学会技術報告 IE2018-122, 2019年 3月． 
6) 竹田大将, 近藤鯛貴, 木綱啓人, 佐藤裕幸, 杉野栄二, 低価格演算ボードによる超解像実現に向けた Total 
Variation 正則化分離の実装と評価,電子情報通信学会技術報告 IE2018-123, 2019年 3月. 
 





























3) 岩手県 IT活用型新分野開拓推進事業ワーキンググループ（テーマ④） 
(e) 学会などにおける活動 





















しては，１チップに 256個の GPUコアを搭載した NVIDIA社の Jetson TX2を対象とした． 
前背景成分を同時抽出することで 2回の連結成分抽出を 1回へ削減し，深刻な SIMD演算におけるコアのアイド
ル時間を削減した．また，その前背景連結成分を用いた穴埋め処理と探索計算量の削減手法を提案した．これら
により，TX2 上において，従来手法の GPU 実行時と比べて実践的な葉画像の処理時間を約 1.26-1.46 倍高速化し
た．加えて，従来手法の CPU 実装に画像を入力した際の処理時間と比較すると，約 1.33-2.18 倍の高速化を実現
した． 
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職名： 准教授 氏名： 蔡 大維 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 










1) Dawei CAI, An Indoor Ultrasonic Positioning System with Fast TOA Approach in Distance Space,  
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職名： 助教 氏名： 片町 健太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報基礎数学 A，情報基礎数学 A（再履修），基礎教養入門, キャリアデザイン I, 学の世界入門, プロジェクト





















































































は検出精度が高い CS-HOG を用いて行う．しかし CS-HOG の学習には 3 週間と長い時間を要す
ることが予測される．そこで CUDA を用いた GPGPU を行い高速化を図った．その結果，12 倍
の高速化を実現でき，学習時間に要する時間を 3 週間から 2 日弱に短縮できることが分かっ
た．これにより徘徊者検出システムの実現が可能となった． 
(b) 博士(前期)論文概要 





IDをとの関係を保持する Look-Up Table(LUT)にその情報を格納する．そして，この LUTによ
りラベル画像を連続ラベル ID へ書換える．穴埋め処理では， 2 回の連結成分抽出処理にお
けるアイドル時間を削減するため，前景と背景成分を同時に抽出して，その成分を使った穴
埋め処理により背景成分を前景化して，元の背景成分のラベル ID は近傍の前景ラベル ID と
マージする．これらの手法を Jetson TX2上に実装し，評価した．連続ラベル IDへの書換え
処理は，CPU 上で逐次的に処理する従来手法と GPU 上で並列実行できる提案手法の 2 つを実
装し，評価した．提案手法は従来手法よりも 2.01-8.20倍，平均して 6.31倍高速であった．













1) 木綱啓人, 佐藤裕幸, GPGPU向け 2値画像の同時連結成分抽出方式の提案と実装, 研究報告ハイパフォーマ
ンスコンピューティング(HPC), 2018年 7月. 
2) 木綱啓人, 佐藤裕幸, 入退室管理システムにおける人物特定精度向上に向けた顔検出の高速化, 第 16 回情
報科学技術フォーラム(FIT2018), B-002, 2018年 9月. 
3) 木綱啓人, 佐藤裕幸, GPGPU 向け 2 値画像の同時連結成分抽出方式の提案と実装, GPU Technology 
Conference Japan (GTC Japan) 2018 Poster Session, 2018年 9月. 
4) Hiroto Kizuna and Hiroyuki Sato, Accelerating facial detection for improvement of person 
identification accuracy in entering and exiting management system, Computing and Networking 
(CANDAR), 2018 Eighth International Symposium, IEEE, 2018 年 12月. 
5) 近藤鯛貴, 木綱啓人, 竹田大将, 佐藤裕幸, TV 正則化法と事例学習法を用いたマルチフレーム超解像拡大
法, 電子情報通信学会技術報告 IE2018-122, 2019年 3月. 
6) 木綱啓人, 佐藤裕幸, GPGPU向け 2値画像の連結成分抽出と同時穴埋め処理の高速化手法の提案と実装, 情
処学会第 81回全国大会, 5L-04, 2019年 3月. 
7) Hiroto Kizuna and Hiroyuki Sato, Proposal and implementation of simultaneous connected-component 
















  組込みなどのユビキタス情報機器を，オープンなネットワーク環境で利用するソフトウェア基盤の研究開発 
（２）情報システムの高性能化に関する研究 
  大量データの処理や高速計算を実現する，耐故障並列ソフトウェア仮想化技術などの並列処理に関する研究 
（３）センサネットワークに関する研究 
  過酷な自然環境下で安全に利用できるセンサネットワークの構築とセンサネットワークプロトコルの開発 
（４）初学者向け情報教育基盤に関する研究 

















職名： 教授 氏名：  猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 

















ステムの小型化と通信品質改善”，ロボティクス・メカトロニクス講演会'18講演論文集, 1P2-F15, 2018. 
2) 谷口雄大，猪股俊光，杉野栄二，成田匡輝，今井信太郎，新井義和，“普通列車を対象とした時間制約付き最
長経路問題とその探索法”， 平成 30年 電気学会 電子・情報・システム部門大会，PS4-9，2018. 
3) 阿部健滋，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“複合現実を用いた家電機器統合制御フレームワークの試作”，
第 17回情報科学技術フォーラム（FIT2018）講演論文集, pp. 4-251-4-252, 2018. 
4) 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“Tor ネットワークへの攻撃に対するサーバ発ランダム画像挿入
による防御手法の検討”，コンピュータセキュリティシンポジウム 2018 (CSS 2018) 論文集，pp.315-322, 
2018． 
5) 佐々木希望，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“MANET におけるブラックホール攻撃に対する低遅延の経路
構築手法”，信学技報, Vol. 118, No. 378, MoNA2018-45, pp. 37-41, 2018. 
6) 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“匿名性向上のための画像ノイズ挿入が Torサービスのレスポン













































職名： 講師 氏名： 杉野 栄二 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基礎教養入門，組込み OS論，キャリアデザイン 1,2, コンピュータアーキテクチャ，オペレーティングシステム

















による防御手法の検討”，コンピュータセキュリティシンポジウム 2018 (CSS 2018) 論文集，pp.315-322, 
2018． 
3) 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“匿名性向上のための画像ノイズ挿入が Torサービスのレスポン
ス時間に与える影響について”， 暗号と情報セキュリティシンポジウム 2019 (SCIS 2019) 予稿集, 2019. 




































組込み OS 論の教材として，現在は専用マイコンボードを利用している． これを安価な市販品にするべく，




























長経路問題とその探索法”， 平成 30 年 電気学会 電子・情報・システム部門大会，PS4-9，2018. 
2） 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“Tor ネットワークへの攻撃に対するサーバ発ランダム画像挿入
による防御手法の検討”，コンピュータセキュリティシンポジウム 2018 (CSS 2018) 論文集，pp.315-322, 
2018． 
3） 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“匿名性向上のための画像ノイズ挿入が Tor サービスのレスポ
ンス時間に与える影響について”， 暗号と情報セキュリティシンポジウム 2019 (SCIS 2019) 予稿集, 2019. 
4） 成田匡輝, “位相的データ解析によるダークネット観測パケットの可視化の有効性について”，暗号と情報





























1） 情報処理学会 論文誌査読委員 





プライバシー問題が深刻化している現代において, ユーザの閲覧先 Web サイトの特定を困難にする匿名化通信
システム Torの利用が知られている. 一方，悪意をもったユーザは，こうしたプライバシーを侵害するような攻
撃手法を徐々に進化させている. こうした個人のプライバシーを標的とした攻撃手法の 1 つに，Tor ネットワー
ク上を流れるパケットの特徴から利用者のアクセスする Webサイトを推定する指紋攻撃が知られている.  
 
指紋攻撃への防御手法として，サーバ発ランダム画像ノイズ挿入手法を提案した．このとき Torユーザには，匿












青木翔太 ドローンの非 GPS環境における自己位置推定のための距離計測手法の改良 
2.3. 基盤ソフトウェア学講座 
35 
 ドローンの多くは GPSを搭載しているため，自身の正確な現在地を知ることが できるが，屋
































高橋元春 画像ノイズ挿入 Torサービスにおけるレスポンス時間と匿名性の検証 
近年，インターネット利用者増加に伴い，プライバシー保護問題が深刻になっている．特に，
ユーザが接続する Web サイトを特定される問題が起きている．このような状況の中，ユーザ
の身元を隠しながら Webブラウズを可能にする Onion Router (Tor)が開発された．一方，こ
の技術に対しての匿名性を脅かす攻撃手法「指紋攻撃」が既に開発されている．この攻撃は，
ユーザのアクセス先 Web サイトである Tor 秘匿サービスの HTTP サーバから流れるパケット
の指紋情報を基にユーザのアクセス先のサイトやコンテンツを推定する手法である．本研究



































長経路問題とその探索法”， 平成 30 年 電気学会 電子・情報・システム部門大会，PS4-9，2018. 
2) 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“Tor ネットワークへの攻撃に対するサーバ発ランダム画像挿入
による防御手法の検討”，コンピュータセキュリティシンポジウム 2018 (CSS 2018) 論文集，pp.315-322, 
2018． 
3) 高橋元春，成田匡輝，猪股俊光，杉野栄二，“匿名性向上のための画像ノイズ挿入が Tor サービスのレスポ











 【期間】H 30 年 8 月 20 日から 8 月 24 日 











 ■テーマ 1（７月２８日，８月２日） 



















 【名称】カードゲームでプログラミング力をつけよう –小学生のためのプログラミング教育− 
 【担当】猪股俊光 
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2.4.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 村田 嘉利 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア設計学，ソフトウェア設計実践論，基盤システム演習 I，基盤システム演習 II，卒業研究・制作 A，











1) Yoshitoshi Murata, Yuki Takehara, Yoshihiro Uda, Takamichi Yoshikawa, “Picking and Assortment 
Operation Assistance Systems with the Depth Camera,” IARIA, International Journal on Advances in 
Intelligent Systems, vol.11, no.3&4, pp.299–208, 2018. 
2) Yoshitoshi Murata, Rintaro Takahashi, Tomoki Yamato, Shohei Yoshida, Masahiko Okamura, “Novel 
Field Oriented Patient Monitoring Platform for Healthcare Facilities,” IARIA, International 
Journal on Advances in Software, vol.11, no.3&4, pp.368–378, 2018. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Akemi Oe, Yoshitoshi Murata, “Quantitative Analysis of Facial-Expression Training Application for 
Medical Doctors,” IARIA, eTELEMED 2019, pp. 1-6, February 2019. 
2) R. Takahashi, Y. Murata, and O. D. A. Prima, “A System for Collecting Motion Data on Patients’ 
Activities of Daily Living,” IARIA, eTELEMED 2019, pp. 7-12, February 2019.      
3) O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Ono, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Single Camera 3D Human 
Pose Estimation for Tele-rehabilitation,” IARIA, eTELEMED 2019, pp. 13-18, February 2019.  
4) Y. Nishimura, H. Tsuboi, Y. Murata, and O. D. A. Prima, “Measurement of Shoulder and Trunk 
Movements in Hemiplegic Participants Using A System for Collecting Motion Data,” IARIA, eTELEMED 
2019, pp. 19-22, February 2019. 
5) Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Assessment of Joint 
Range of Motion Measured by a Stereo Camera,” IARIA, eTELEMED 2019, pp. 23-29, February 2019. 
6) Akimasa Suzuki, Yoshitoshi Murata1, and Masanori Hayashi, “Notification of Hazards Around a 









案”, 情報処理学会第 81回全国大会, 5W-06, 2019.3. 
2) 藤村祥真，鈴木彰真，村田嘉利，佐藤永欣, “臀部振動を用いた自動車周辺通知におけるシート素材による
認識差”, 情報処理学会第 81回全国大会, 7W-02, 2019.3. 
3) 青柳健太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, “単眼カメラによるガソリンスタンドの給油位置への自動駐車
システムの開発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 2Y-03, 2019.3.. 
4) 大和朋生，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, “圧縮コイルばねを利用した片麻痺患者向け歩行補助装具の開
発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 4ZE-04, 2019.3. 
5) 松倉 龍之介, 村田 嘉利, 佐藤 永欣, 鈴木 彰真, 『自動車のリアルタイム位置管理方式の一検討』, 情報
処理学会第 74回高度交通システムとスマートコミュニティ(ITS)研究会, Vol.2018-ITS-74, No.4, pp.1-7. 
(2018) 
6) 相馬 郁矢, 村田 嘉利, 鈴木 彰真, 佐藤 永欣, 『カーナビゲーションシステムにおける指示手法の研究』, 









1) 特願 2018-087882「測位システム及び測位方法」 
2) 特願 2018-223723「動作計測システム，動作計測方法，プログラム」 
3) 特願 2019-028937「自動搬送車誘導システム及び自動搬送車誘導方法」 



































職名： 講師 氏名： 佐藤永欣 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報リテラシー, ファイルとデータベース，卒業研究・制作 A，卒業研究・制作 B，基盤システムゼミ I，基盤シ
ステムゼミ II 
(b) 研究科担当授業科目 










1) 佐藤 永欣, 佐々木 毅, 檜山 稔, 浅沼 和彦, 佐藤 清忠, 『ブロイラー養鶏省力化システムの提案と検討』, 
情報処理学会第 26回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ, pp.177-180. (2018) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 山内湧太，鈴木彰真，村田嘉利，佐藤永欣, “自動二輪車における頭部触覚を用いた周囲情報通知手法の提
案”, 情報処理学会第 81回全国大会, 5W-06, 2019.3. 
2) 藤村祥真，鈴木彰真，村田嘉利，佐藤永欣, “臀部振動を用いた自動車周辺通知におけるシート素材による
認識差”, 情報処理学会第 81回全国大会, 7W-02, 2019.3. 
3) 青柳健太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, “単眼カメラによるガソリンスタンドの給油位置への自動駐車
システムの開発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 2Y-03, 2019.3.. 
4) 大和朋生，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, “圧縮コイルばねを利用した片麻痺患者向け歩行補助装具の開
発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 4ZE-04, 2019.3. 
5) 松倉 龍之介, 村田 嘉利, 佐藤 永欣, 鈴木 彰真, 『自動車のリアルタイム位置管理方式の一検討』, 情報
処理学会第 74回高度交通システムとスマートコミュニティ(ITS)研究会, Vol.2018-ITS-74, No.4, pp.1-7. 
(2018) 
6) 相馬 郁矢, 村田 嘉利, 鈴木 彰真, 佐藤 永欣, 『カーナビゲーションシステムにおける指示手法の研究』, 
情報処理学会第 74 回高度交通システムとスマートコミュニティ(ITS)研究会, Vol.2018-ITS-74, No.10, 
pp.1-7. (2018) 
(e) 研究費の獲得 
























1) 講演「マウスピース型リアルタイム咬合力センサの開発」, 「IoT＆デジタルヘルスケア」セミナー, いわて




ロニック・システムズ，TKR マニュファクチャリングジャパン，P&A テクノロジーズ，日本トーター), 岩手
県立紫波総合高等学校，紫波町, 岩手医科大学 
2) 非侵襲乳酸センサの開発および既存センサのディジタル化, バイタルイクイップメント合同会社 
(e) 学会などにおける活動 
2) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会運営委員 
3) 情報処理学会論文誌マルチメディア通信と分散処理特集号編集委員(査読 3件) 
4) 情報処理学会マルチメディア通信と分散処理ワークショップ プログラム委員(査読 2件) 
5) 査読, 情報処理学会論文誌コンシューマ・デバイス&システムトランザクション (査読 3件) 
(f) その他 












職名： 講師 氏名： 鈴木彰真 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システムゼミ A,B，情報リテラシー，基盤システム演習 I, II，ソフトウェア設計学，ソフトウェア設計実践
論，学の世界入門，プロジェクト演習 I, II 
(b) 研究科担当授業科目 














1) Akimasa Suzuki, Yoshitoshi Murata, and Masanori Hayashi, Notification of Hazards Around a Vehicle 
Using Seat Actuators, 25th ITS World Congress, Copenhagen, Denmark, 17-21 September 2018 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 山内湧太，鈴木彰真，村田嘉利，佐藤永欣, “自動二輪車における頭部触覚を用いた周囲情報通知手法の提
案”, 情報処理学会第 81回全国大会, 5W-06, 2019.3. 
2) 藤村祥真，鈴木彰真，村田嘉利，佐藤永欣, “臀部振動を用いた自動車周辺通知におけるシート素材による
認識差”, 情報処理学会第 81回全国大会, 7W-02, 2019.3. 
3) 青柳健太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, “単眼カメラによるガソリンスタンドの給油位置への自動駐車
システムの開発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 2Y-03, 2019.3.. 
4) 大和朋生，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, “圧縮コイルばねを利用した片麻痺患者向け歩行補助装具の開
発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 4ZE-04, 2019.3. 
5) 松倉 龍之介, 村田 嘉利, 佐藤 永欣, 鈴木 彰真, 『自動車のリアルタイム位置管理方式の一検討』, 情報
処理学会第 74回高度交通システムとスマートコミュニティ(ITS)研究会, Vol.2018-ITS-74, No.4, pp.1-7. 
(2018) 
6) 相馬 郁矢, 村田 嘉利, 鈴木 彰真, 佐藤 永欣, 『カーナビゲーションシステムにおける指示手法の研究』, 
情報処理学会第 74 回高度交通システムとスマートコミュニティ(ITS)研究会, Vol.2018-ITS-74, No.10, 
pp.1-7. (2018) 
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(e) 研究費の獲得 
1) （文部科学省科学研究費）基盤研究（C）ユニバーサル移動体操縦インタフェースの研究 研究分担者 
2016 年度  ～ 2018年度 6,370,000円 
2) （文部科学省科学研究費）若手研究（B）SS超音波を用いた人・ロボットの屋内位置情報計測・蓄積システム  




















2) AI Business Informatics 2019実行委員 
(c) 一般教育 




1) 電子情報通信学会東北支部 支部委員 













    図 1 ローカルフード検索システム 
     
図 2 臀部の触覚に与える振動スピーカーのシステム構成      図 3 正答率のシートの厚さに対する頑健性 




































ステムで通知可能な強度や方角の分解能を検討した．その結果，3 段階の振動強度と 4 方向
の方角をそれぞれ 78%と 100%の正答率で判別可能であることが示された． 

















































案”, 情報処理学会第 81回全国大会, 5W-06, 2019.3. 
2) 藤村祥真，鈴木彰真，村田嘉利，佐藤永欣, “臀部振動を用いた自動車周辺通知におけるシート素材による認
識差”, 情報処理学会第 81回全国大会, 7W-02, 2019.3. 
3) 青柳健太，村田嘉利，鈴木彰真，佐藤永欣, “単眼カメラによるガソリンスタンドの給油位置への自動駐車シ
ステムの開発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 2Y-03, 2019.3.. 
4) 大和朋生，村田嘉利，佐藤永欣，鈴木彰真, “圧縮コイルばねを利用した片麻痺患者向け歩行補助装具の開
Journal of Faculty of Software and Information Sciences, Vol.15 
 50 
発”, 情報処理学会第 81回全国大会, 4ZE-04, 2019.3. 
5) 松倉 龍之介, 村田 嘉利, 佐藤 永欣, 鈴木 彰真, 『自動車のリアルタイム位置管理方式の一検討』, 情報
処理学会第 74回高度交通システムとスマートコミュニティ(ITS)研究会, Vol.2018-ITS-74, No.4, pp.1-7. 
(2018) 
6) 相馬 郁矢, 村田 嘉利, 鈴木 彰真, 佐藤 永欣, 『カーナビゲーションシステムにおける指示手法の研究』, 

































• HCI (Human Computer Interaction)・認知科学 






キーワード： 情報セキュリティ,  ネットワークセキュリティ，情報セキュリティ教育，モバイル Ad-hoc ネッ










高田 豊雄, Bhed Bahadur Bista, 小倉加奈代 
(d) 研究テーマ 
• 情報・ネットワークセキュリティ，情報セキュリティ教育 
-    インターネット観測システムの観測点保護および観測点攻撃検出に関する研究 
-    分散型 Slow Read DoS攻撃に対する防御手法に関する研究 
-    サイトの安全性と重要度に応じたパスワード管理手法に関する研究 
-  想起性と安全性を両立するパスワード認証に関する研究 
-  視覚符号型秘密分散法を用いた CAPTCHAに関する研究 
-    スマートデバイスにおける端末認証，個人認証に関する研究 
-    フィッシングサイト検知手法に関する研究 
- GBS理論に基づいたセキュリティ学習を支援する e-learning教材に関する研究 
など 
• モバイルアドホック・無線センサネットワーク 
- Vehicular network 
 災害時における車車間通信を利用した経路選択支援アプリケーションの提案 
- Mobile ad hoc network routing protocols 
 リンクレート切り替えによる OpenFlow ネットワークの省電力化手法の提案 
- Sensor networks 
など 
• HCI (Human Computer Interaction)，認知科学 
  -   三軸加速度センサおよびジャイロセンサを用いた正しい歯磨き方法習得支援システムの開発 
    -   人間の内的特性に焦点をあてた次世代コミュニケーションメディアの開発 
  -   スマートフォンにおける編集過程情報を伝えるメールシステムに関する研究 
  -   パスワード生成過程の分析 
  -   パスワード入力中のタイピングミスを考慮したパスワード生成に関する研究 








職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
数論と代数，セキュリティ論，専門英語 II，基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作
A/B 
(b) 研究科担当授業科目 








1) Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang and Toyoo Takata, “Incentive Mechanisms for Promoting D2D 
Communications in Cellular Networks”, International Journal of Space-Based and Situated 
Computing, Vol. 8, No. 1, pp. 1- 8, 2018. 
2) Eiichiro Kodama, Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang and Toyoo Takata, “Construction and 
maintenance of k-hop CDS in MANET with two classes of mobile terminals”, International Journal 
of Space-Based and Situated Computing, Vol. 8, No. 2, pp. 70-79, 2018. 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "An Analysis of a Defence Method against Slow 
HTTP DoS Attack", The International Symposium on Information Theory and Its Applications (ISITA) 
2018, pp.316-320, 2018.10. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法に関する考察, 
平成 30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I09(USB)，2018年 8月 
2) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，複数の評価サービスの統合による短縮 URLの安全性
提示手法の提案，平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G10(USB)，2018年 8月 
3) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，複数の Webサイト安全性評価サービスを利用した URL
評価手法の検討，情報処理学会研究報告セキュリティ心理学とトラスト(SPT)，2018-SPT-31(11)，pp.1-7，
2018年 11月 
4) 鳥越 大地 , 小倉 加奈代 , Bhed Bahadur Bista , 高田 豊雄， スマートフォンにおけるパスワード入力
過程の分析と誤入力原因の検討，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，
2019-HCI-181(4)，pp.1-7，2019年 1月 
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5) 増山 翔, 小倉 加奈代, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄， マウスクリックと視線入力を用いた覗き見耐性
の高い認証方式の提案，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，2019-
HCI-181(5)，pp.1-7，2019年 1月 
6) 喜多 修太郎, 小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄， LeapMotionを用いた VR上での文字入力手
法の検討，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）,2019-HCI-
181(21),pp.1-7，2019年 1月 
7) 成ヶ澤 遼太郎，小倉 加奈代，児玉 英一郎，王 家宏，髙田 豊雄，スマホ回し: 習慣化された動作を用い
たスマートフォンの認証手法の提案，2019年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2019)予稿集，3E4-
1(USB)，2019年 1月 
8) 吉田裕平，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法の提案, 情報
処理学会第 81回全国大会 講演論文集, 2ZJ-04 2019年 3月 
9) 梅内 翼，小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄，コードインジェクション攻撃対策のための CSP
構成自動化についての提案，情報処理学会第 81回全国大会，4ZA-08，2019年 3月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)人間の心理・行動特性に着目したフィッシング犯罪防止対策に関する
















































攻撃である slow http サービス拒否攻撃の防御方式について，正常コネクションを誤切断する確率などの解析に
関する近似式の導出とその評価を行った． 
(C)については近年のセキュリティ犯罪の被害・加害の低年齢化に対する対策として小学生を対象とした他者視
線の導入に基づく Web 自習教材の開発を行った． 
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職名： 准教授 氏名： Bhed Bahadur Bista 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 II，線形代数，統計学，基盤システム演習 I/II，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 






1) 児玉英一郎，BISTA BHED：ソフトウェア情報学部のための 線形代数 2019，三恵社, ISBN978-4-86693-036-
7 (Mar. 2019). 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang and Toyoo Takata, “Incentive Mechanisms for Promoting D2D 
Communications in Cellular Networks”, International Journal of Space-Based and Situated 
Computing, Vol. 8, No. 1, pp. 1-8, 2018. 
2) Eiichiro Kodama, Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang and Toyoo Takata, “Construction and 
maintenance of k-hop CDS in MANET with two classes of mobile terminals”, International Journal 
of Space-Based and Situated Computing, Vol. 8, No. 2, pp. 70-79, 2018. 
3) Bhed Bahadur Bista, “Improving Message Deliverability of Opportunistic Network Protocols”, 
International Journal of Electrical and Electronic Engineering & Telecommunications Vol. 8, No. 
1, pp. 51-56, January 2019. 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "An Analysis of a Defence Method against Slow 
HTTP DoS Attack", The International Symposium on Information Theory and Its Applications (ISITA) 
2018, 2018.10. 
2) Bhed Bahadur Bista, “Incentivizing Users in Relay-Assisted Device-to-Device Communication in 
Cellular Networks”, Asia-Pacific Conference on Engineering and Natural Sciences (APICENS 2019), 
pp. 270-281, March 19-21, 2019. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，複数の評価サービスの統合による短縮 URLの安全性
提示手法の提案，平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G10(USB)，2018年 8月 
2) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，複数の Webサイト安全性評価サービスを利用した URL
評価手法の検討，情報処理学会研究報告セキュリティ心理学とトラスト(SPT)，2018-SPT-31(11)，pp.1-7，
2018年 11月 





4) 増山 翔, 小倉 加奈代, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄， マウスクリックと視線入力を用いた覗き見耐性
の高い認証方式の提案，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，2019-
HCI-181(5)，pp.1-7，2019年 1月 
5) 喜多 修太郎, 小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄， LeapMotionを用いた VR上での文字入力手
法の検討，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）,2019-HCI-
181(21),pp.1-7，2019年 1月 
6) 梅内 翼，小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄，コードインジェクション攻撃対策のための CSP



























1) Track Co-Chair of International Conference IMIS-2018, track: Modeling, Simulation and 
Performance Evaluation. 
2) Organizer of International Workshop ACTICS-2018. 
3) Track Chair of International Conference NBiS-2018, track: Parallel and Distributed Computing. 
4) Track Chair of International Conference BWCCA-2018, track: Next Generation Networks. 
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5) Track Chair and PC member of International Conference EIDWT-2018, track: Network Protocols, 
Modelling, Optimization and Performance Evaluation. 
6) Track Chair and PC member of IEEE International Conference AINA-2018, track: Network Protocols 
and Applications. 
7)  Paper Reviewed: International Conference Paper: 5 papers 
 International Journal Paper: 1 
(f) その他 
1) IEEE, IEICE, IPSJ:  Member 
 
[主な業績］ 
Recently, device-to-device (D2D) communications have been proposed for efficient utilization of 
resources of cellular networks by offloading some traffic of base station (BS) to direct links 
between user equipments (UEs), i.e., cellular users. While there are many works on optimization of 
resources sharing in D2D communications in cellular networks, a little works has been done to 
promote D2D communications and attract users to adopt and take part in it. In this paper, in order 
to encourage users to adopt D2D communications, we present users achievable data rate both in D2D 
link and cellular link when they ask base station (BS) for contents. If the data rate in D2D link is 
less than cellular link, users will ask for reward for taking part in D2D communications. We also 
present how much reward will be awarded for taking part in D2D communications. By simulation, we 
show the percentage of users asking for rewards and the amount of reward they ask for taking part in 
D2D communications under various scenarios. The simulation results show that all users do not ask 





















1) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "An Analysis of a Defence Method against Slow 




提示手法の提案，平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G10(USB)，2018年 8月 




ータによる 3 地域差と 7 年間の推移の検討，2018年度第 31回日本リスク研究学会年次大会予稿集，G4-
3，2018年 11月 
4) 鳥越 大地 , 小倉 加奈代 , Bhed Bahadur Bista , 高田 豊雄， スマートフォンにおけるパスワード入力
過程の分析と誤入力原因の検討，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，
2019-HCI-181(4)，pp.1-7，2019年 1月 
5) 増山 翔, 小倉 加奈代, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄， マウスクリックと視線入力を用いた覗き見耐性
の高い認証方式の提案，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，2019-
HCI-181(5)，pp.1-7，2019年 1月 
6) 喜多 修太郎, 小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄， LeapMotion?を用いた VR上での文字入力手
法の検討，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI）,2019-HCI-
181(21),pp.1-7，2019年 1月 
7) 成ヶ澤 遼太郎，小倉 加奈代，児玉 英一郎，王 家宏，髙田 豊雄，スマホ回し: 習慣化された動作を用い
たスマートフォンの認証手法の提案，2019年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2019)予稿集，3E4-
1(USB)，2019年 1月 
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8) 梅内 翼，小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄，コードインジェクション攻撃対策のための CSP
構成自動化についての提案，情報処理学会第 81回全国大会，4ZA-08，2019年 3月 
(e) 研究費の獲得 
2) 文部科学省科学研究費，基盤研究(C)人間の心理・行動特性に着目したフィッシング犯罪防止対策に関する




















1) 盛岡大学：情報処理基礎 非常勤講師 








2) 情報処理学会 論文誌査読委員 
3) 情報処理学会 ヒューマンコンピュータインタラクション研究会(SIG-HCI)運営委員 
4) 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研会(SIG-SLUD)専門委員 
5) エンタテインメントコンピューティングシンポジウム(EC2018)会計 
6) 第 24回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2018)プログラム委員 
7) 第 24回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ(WISS2018)チャット委員 
8) 第 21回一般社団法人情報処理学会シンポジウム インタラクション 2019財務委員 
9) 論文査読：ヒューマンインタフェース学会論文誌 2本， 2018年度日本認知科学会第 34回大会アブストラク


















































































































































1) T. Hirakawa, K. Ogura, B. B. Bista and T. Takata, "An Analysis of a Defence Method against Slow 
HTTP DoS Attack", The International Symposium on Information Theory and Its Applications (ISITA) 
2018, 2018.10. 
2) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，複数の評価サービスの統合による短縮 URLの安全性
提示手法の提案，平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G10(USB)，2018年 8月 
3) 藤根麻羽，小倉加奈代，ベッド.B.ビスタ，高田豊雄，複数の Webサイト安全性評価サービスを利用した URL
評価手法の検討，情報処理学会研究報告セキュリティ心理学とトラスト(SPT)，2018-SPT-31(11)，pp.1-7，
2018年 11月 
4) 鳥越 大地 , 小倉 加奈代 , Bhed Bahadur Bista , 高田 豊雄， スマートフォンにおけるパスワード入力
過程の分析と誤入力原因の検討，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，
2019-HCI-181(4)，pp.1-7，2019年 1月 
5) 増山 翔, 小倉 加奈代, Bhed Bahadur Bista, 高田 豊雄， マウスクリックと視線入力を用いた覗き見耐性
の高い認証方式の提案，情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション（HCI)，2019-
HCI-181(5)，pp.1-7，2019年 1月 





7) 成ヶ澤 遼太郎，小倉 加奈代，児玉 英一郎，王 家宏，髙田 豊雄，スマホ回し: 習慣化された動作を用い
たスマートフォンの認証手法の提案，2019年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2019)予稿集，3E4-
1(USB)，2019年 1月 
8) 梅内 翼，小倉 加奈代, Bista Bhed Bahadur, 高田 豊雄，コードインジェクション攻撃対策のための CSP
構成自動化についての提案，情報処理学会第 81回全国大会，4ZA-08，2019年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 梅内 翼，情報処理学会第 81回全国大会学生奨励賞，2019年 3月 15日 
2.5.4. その他の活動 
• 夏季ゼミ合宿 (2018年 9月 9日〜10日, 大沢温泉 (花巻市)) 
• 冬季ゼミ合宿 (2019年 2月 2日～2月 3日, 国立岩手山青少年交流の家 (滝沢市)) 
 













キーワード： 分散システムのセキュリティ， ユビキタスコンピューティング， セマンティック Web, データ
マイニング, モバイルアドホックネットワーク/センサネットワーク，クラウドファンディング，IoT 
(b) 年度目標 
• 学生の対外発表の促進 (電気関係学会東北支部連合大会や情報処理学会全国大会等) 
• 学生の主体性を重視し，かつ，学生間/学生・教員間の気軽な議論を促進する雰囲気づくり 
(c) 講座構成教員名 









 次世代 Webに関する研究 


























1) Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang and Toyoo Takata, “Incentive Mechanisms for Promoting D2D 
Communications in Cellular Networks”, International Journal of Space-Based and Situated Computing, 
Vol. 8, No. 1, pp. 1- 8 (2018). 
2) Eiichiro Kodama, Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang, Toyoo Takata: Construction and maintenance of k-
hop CDS in MANET with two classes of mobile terminals, International Journal Space-Based and Situated 







1) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法に関する考察, 平成
30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I09 (Aug. 2018). 
2) 下島明久，児玉英一郎，王家宏: レビュー文の類似度を考慮したレビュー内からの重要文抽出手法に関する考
察, 平成 30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I10 (Aug. 2018). 
3) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎: 複数レビューサイト間の整合性を利用したスパムレビュー検出法, 信学技報，
Vol.118, No.425, pp.49--54 (Jan. 2019). 
4) 成ヶ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉 英一郎，王 家宏，髙田 豊雄：スマホ回し：習慣化された動作を用いたスマ
ートフォンの認証手法の提案，2019 年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2019)予稿集，3E4-1 (Jan. 
2019). 
5) 吉田裕平，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法の提案, 情報処理
学会第 81回全国大会 講演論文集, 2ZJ-04 (Mar. 2019). 
6) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎: 複数レビューサイト間の整合性を利用したスパムレビュー検出法と性能評価，信
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1) TPC Member,2018 IEEE International Conference on Advanced Information Networking and Applications  
2) TPC Member,2018 IEEE International Conference on Internet of Things and Intelligence System 
3) TPC Member, 2018 International Conference on Control, Electronics, Renewable Energy, and 
Communications 
4) TPC Member,2018 International Conference on Computer, Communication and Control Technology 
(f) その他 
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1) 児玉英一郎，戴瑩：ソフトウェア情報学部のための 解析学 2019，三恵社, ISBN978-4-86693-037-4 (Mar. 
2019). 
2) 児玉英一郎，BISTA BHED：ソフトウェア情報学部のための 線形代数 2019，三恵社, ISBN978-4-86693-036-7 
(Mar. 2019). 
(b) 学術論文 
1) Eiichiro Kodama, Bhed Bahadur Bista, Jiahong Wang, Toyoo Takata: Construction and maintenance of k-
hop CDS in MANET with two classes of mobile terminals, International Journal Space-Based and 





1) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法に関する考察, 平成
30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I09 (Aug. 2018). 
2) 下島明久，児玉英一郎，王家宏: レビュー文の類似度を考慮したレビュー内からの重要文抽出手法に関する考
察, 平成 30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I10 (Aug. 2018). 
3) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎: 複数レビューサイト間の整合性を利用したスパムレビュー検出法, 信学技報，
Vol.118, No.425, pp.49--54 (Jan. 2019). 
4) 成ヶ澤遼太郎，小倉加奈代，児玉 英一郎，王 家宏，髙田 豊雄：スマホ回し：習慣化された動作を用いたスマ
ートフォンの認証手法の提案，2019 年暗号と情報セキュリティシンポジウム(SCIS2019)予稿集，3E4-1 (Jan. 
2019). 
5) 吉田裕平，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法の提案, 情報処理
学会第 81回全国大会 講演論文集, 2ZJ-04 (Mar. 2019). 
6) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎: 複数レビューサイト間の整合性を利用したスパムレビュー検出法と性能評価，信







































































































  該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 




1) 吉田裕平，児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法に関する考察, 平
成 30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I09 (Aug. 2018). 
2) 下島明久，児玉英一郎，王家宏: レビュー文の類似度を考慮したレビュー内からの重要文抽出手法に関する
考察, 平成 30年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 1I10 (Aug. 2018). 
3) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎: 複数レビューサイト間の整合性を利用したスパムレビュー検出法, 信学技報，
Vol.118, No.425, pp.49--54 (Jan. 2019). 
4) 吉田裕平，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: キーワードと参照構造に基づいた論文発見手法の提案, 情報
処理学会第 81回全国大会 講演論文集, 2ZJ-04 (Mar. 2019). 
5) 姚楚豪，王家宏，児玉英一郎: 複数レビューサイト間の整合性を利用したスパムレビュー検出法と性能評価，
信学技報，Vol.118, No.485, pp.91--96 (Mar. 2019). 
 (f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
2.6.4. その他の活動 
• 夏季ゼミ合宿 (9月 9日～9月 10日, 大沢温泉 (花巻市)) 
• 冬季ゼミ合宿 (2月 2日～2月 3日, 国立岩手山青少年交流の家 (滝沢市)) 
 












































1) 移動するモノを対象とした IoT向け測位手法の提案，日本ロジスティクスシステム学会誌，Vol.17，2018/3 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Horikawa, A. Okamoto, Y. Murata: Smart tag for Internet of Things, Proceedings of 48th 
International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2018/12 (Best paper award 受賞) 
2) K. Hashimoto, M. Horikawa, A. Okamoto: Multimodal convolutional neural networks using BLE beacon, 
Proceedings of 48th International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2018/12 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀川三好，岡本東，村田嘉利：Internet of Things 向けスマートタグの提案，情報処理学会 第 144回情報
システムと社会環境研究会，2018-IS-144(1)，pp.1-7，2018/5 
2) 岡本東，堀川三好：Bluetooth Low Energyビーコンによる屋内測位のための測距精度向上，情報処理学会第
87回 MBL研究会，2018-MBL-87 No.8，pp.1-6，2018/5 
3) 中田恵史，岡本東，堀川三好：無線 LANにおけるプローブ要求を用いた混雑度推定，情報処理学会第 87回 MBL
研究会，2018-MBL-87 No.1，pp.1-7，2018/5 
4) 堀川三好，岡本東，村田嘉利；生産・物流システムを対象とした IoTの提案，日本ロジスティクスシステム学




17回情報科学技術フォーラム講演論文集第 3分冊，pp. 13-16，2018/9 













1) IoT技術を用いた生産物流向け位置情報システム（科研費・基盤 C） 
2) BLEビーコンを利用した屋内・暗所に対応可能な UAV自動制御（岩手県立大学・全学競争研究費） 






























6) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（企業 A） 
2.7. ソフトウェア設計学講座 
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7) 屋内ナビゲーションに関する研究（企業 B） 




1) 特許申請 4件 
 
[主な業績］ 
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1) 堀川三好，岡本東，工藤大希：移動するモノを対象とした IoT 向け測位手法の提案，日本ロジスティクスシ
ステム学会誌，Vol.17，2018/3 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Horikawa, A. Okamoto, Y. Murata: Smart tag for Internet of Things, Proceedings of 48th 
International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2018/12 (Best paper award 受賞) 
2) K. Hashimoto, M. Horikawa, A. Okamoto: Multimodal convolutional neural networks using BLE beacon, 
Proceedings of 48th International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2018/12 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀川三好，岡本東，村田嘉利：Internet of Things 向けスマートタグの提案，情報処理学会 第 144回情報
システムと社会環境研究会，2018-IS-144(1)，pp.1-7，2018/5 
2) 岡本東，堀川三好：Bluetooth Low Energyビーコンによる屋内測位のための測距精度向上，情報処理学会第
87回 MBL研究会，2018-MBL-87 No.8，pp.1-6，2018/5 
3) 中田恵史，岡本東，堀川三好：無線 LANにおけるプローブ要求を用いた混雑度推定，情報処理学会第 87回 MBL
研究会，2018-MBL-87 No.1，pp.1-7，2018/5 
4) 堀川三好，岡本東，村田嘉利；生産・物流システムを対象とした IoTの提案，日本ロジスティクスシステム学




17回情報科学技術フォーラム講演論文集第 3分冊，pp. 13-16，2018/9 













1) IoT技術を用いた生産物流向け位置情報システム（科研費・基盤 C） 
2) BLEビーコンを利用した屋内・暗所に対応可能な UAV自動制御（岩手県立大学・全学競争研究費） 





1) 特許申請 4件 













1) enPiT BizSysD運営委員会メンバー 

















6) Bluetoothを利用した位置測位技術の提案（企業 A） 
7) 屋内ナビゲーションに関する研究（企業 B） 
8) 視覚障碍者向けナビゲーションに関する研究（企業 C） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本経営工学会誌査読委員 










Title: Smart tag for Internet of Things 
 
Abstract: This study was conducted to facilitate implementation of the Internet of Moving things (IoMT), 
which refers to sensing locations and conditions of moving things during manufacturing. Machinery and 
robots with installed IoT devices are useful for anomaly detection and facility maintenance related to 
manufacturing. Radio-frequency identification devices (RFIDs), bar codes, and QR codes are also used to 
control products, parts, and work-in-process because they can be introduced easily and at low cost. 
Nevertheless, these technologies are unsuitable for constructing sensor networks for sensing the locations 
and conditions of moving things during manufacturing. Therefore, this study presents a proposal for a 
smart tag system that enables construction of a sensor network for moving things. First, requirements for 
smart tags and sensor networks are defined. Then the developed prototype of smart tags is used to 
evaluate the positioning accuracy and sensing condition through experimentation. These results provide 














































Journal of Faculty of Software and Information Sciences, Vol.15 
 82 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) K. Hashimoto, M. Horikawa, A. Okamoto: Multimodal convolutional neural networks using BLE beacon, 
Proceedings of 48th International Conference on Computers & Industrial Engineering, 2018/12 
2) 中田恵史，岡本東，堀川三好：無線 LANにおけるプローブ要求を用いた混雑度推定，情報処理学会第 87回 MBL
研究会，2018-MBL-87 No.1，pp.1-7，2018/5 
3) 橋本和幸，堀川三好，岡本東：BLEビーコンを利用したマルチモーダル畳み込みニューラルネットワーク，第
17回情報科学技術フォーラム講演論文集第 3分冊，pp. 13-16，2018/9 
4) 中田恵史，岡本東，堀川三好：Wi-Fiプローブ要求を利用した行動分析システムの提案，日本経営工学会 2018
年秋季大会予稿集，pp. pp.26-27，2018/10 







2) 中田恵史，岩手県学生 IoTアイデアコンテスト最優秀賞 
3) 大門雅尚，情報処理学会第 81回全国大会学生奨励賞 
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2.8.2. 教員業績概要 



















シリーズ，2018巻 1号，pp. 351-358，2018年 12月. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 室崎綾果, 竹野健夫，植竹俊文：外観検査業務を対象とする習熟に合わせた作業手順表示の提案，日本経営
工学会 2018年春季大会，pp.208-209，名古屋工業大学，2018年 05月． 
2) 竹野健夫，植竹俊文：鋼構造物製造業におけるエンジニアリングチェーンの効率化を志向したＣＡＤデータ
の自動部品分類，日本ロジスティクスシステム学会第 21回全国大会予稿集，pp.49-52，2018． 
3) 寺嶋一将, 植竹俊文, 竹野健夫：地域の特性に基づく聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会じんもんこ
ん 2018，pp.351-358，2018年 12月． 
4) 寺嶋一将, 植竹俊文, 竹野健夫：地域に関する史料を用いた聞き書きの活用モデルの提案，情報処理学会第
81回全国大会，pp.4-707 – 4-708，福岡大学，2019年 03月. 
5) 木村将也, 竹野健夫, 植竹俊文：Location Allocationによる運転代行車の初期配置問題の解決，情報処理学





























1) International Symposium on Logistics の International Advisory Committee 
2) 日本経営工学会論文誌編集委員・エリアエディター 
3) 日本経営工学会東北支部副支部長 
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職名： 准教授 氏名： 植竹 俊文 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論 1/2，統合情報システム学 1，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，情報システム演習 1/2，











1)  寺嶋一将，植竹俊文，竹野健夫：郷土資料を用いた地域の特性の抽出方法，情報文化学会誌，25巻 1号 （頁 
35 ～ 42） ，2018年 08月. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) 寺嶋一将，植竹俊文，竹野健夫：地域の特性に基づく聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会シンポジウム
シリーズ，2018巻 1号 （頁 351 ～ 358） ，2018年 12月. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 寺嶋一将, 植竹俊文, 竹野健夫：地域に関する史料を用いた聞き書きの活用モデルの提案，情報処理学会第
81回全国大会，pp.4-707 – 4-708，福岡大学，2019年 03月. 
2) 木村将也, 竹野健夫, 植竹俊文：Location Allocationによる運転代行車の初期配置問題の解決，情報処理学
会第 81回全国大会，pp.1-339 – 1-340，福岡大学，2019年 03月． 
3) 寺嶋一将, 植竹俊文, 竹野健夫：地域の特性に基づく聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会じんもんこ
ん 2018，pp.351-358，018年 12月． 
4) 室崎綾果, 竹野健夫，植竹俊文：外観検査業務を対象とする習熟に合わせた作業手順表示の提案，日本経営































2） 日本経営診断学会東北部会研究発表会 司会１件 
3） 日本経営工学会 座長１件 
4） 日本経営工学会 査読 2件 
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(b) 博士(前期)論文概要 





















1) 寺嶋一将，植竹俊文，竹野健夫：郷土資料を用いた地域の特性の抽出方法，情報文化学会誌，25巻 1号 （頁 
35 ～ 42） ，2018年 08月. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 寺嶋一将, 植竹俊文, 竹野健夫：地域に関する史料を用いた聞き書きの活用モデルの提案，情報処理学会第
81回全国大会，福岡大学，2019年 03月. 
2) 木村将也, 竹野健夫, 植竹俊文：Location Allocationによる運転代行車の初期配置問題の解決，情報処理学
会第 81回全国大会，福岡大学，2019年 03月． 
3) 寺嶋一将, 植竹俊文, 竹野健夫：地域の特性に基づく聞き書きの提示手法の提案，情報処理学会じんもんこ
ん 2018，東京大学地震研究所，2018年 12月． 
4) 室崎綾果, 竹野健夫，植竹俊文：外観検査業務を対象とする習熟に合わせた作業手順表示の提案，日本経営


























































職名： 教授 氏名： 佐々木 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 






2) 講義「情報システム構築学 II」におけるネットワーク型学習支援システム “CollabTest”の活用および外部
講師の活用(企業におけるシステムインテグレーション) 
3) 講座ゼミ夏合宿「学会発表リハーサル，卒業研究中間発表」（岩手県八幡平市 焼走り国際交流村，8/30－31） 








1) Shuang Li, Issei Komatsu, Keizo Yamada, Masanori Takagi and Jun Sasaki, “ Personal Tour Planning System (PTPS) 
for Use in Urban and Rural Areas”, New Trends in Software Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2018), IOS 





ンターネット方法システム”，平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会，1I14 (2018/8) 
3) 佐々木佳菜恵，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“中山間地における生活支援サービス・スケジューリングモ













1) CITIC セミナーを開催 “Insights from a Simulation Model of Disaster Response”, by Prof. of 
University of Agder (Norway), Jose Julio Gonzales.（グラナダ大学, 2018/12/3） 
2) 岩手県の携帯電話不感地域問題に関するコメント（メールで取材），河北新報（12/12） 
3) 意思決定支援と推薦システムに関するセミナーに参加（グラナダ大学,2018/12/17，2019/2/4）   
4) 紫波町商工会との「紫波ラジオ」に関する TV会議（2018/12/18） 





1) AO入試連絡調整会議 学部代表（前期），メンバー（後期） 
2) アイーナキャンパス連絡調整会議 メンバー 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 学生委員会 委員長（前期），メンバー（後期） 
(c) 学生支援 
1) 学生支援委員会 メンバー 
2) ハンドボール部 顧問 
(d) その他 




1) 岩手県立病院医療情報化推進委員会 委員（岩手県医療局） 
2) いわて利活用 ICT戦略会議 座長（岩手県情報政策課） 
(b) 企業・団体などにおける活動 







1) IEEE 会員（IEEE SMC会員） 
2) 電子情報通信学会 会員 
3) 情報処理学会 会員 
4) 電気学会 会員 
5) 日本医療情報学会 会員 
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6) 社会情報学会 会員 
7) 情報システム学会 会員 
8) 日本福祉介護情報学会 会員 
9) 論文査読：SoMeT 2018（3編） 
10) 国際会議 SoMeT 2018 Organizing Chair 
11) 国際会議 ITDRR 2018 Publicity Chair 
(f) その他 









・2018 年 9 月にグラナダで開催されたソフトウェア技術に関する国際会議 SoMeT2018 の Organizing Chair とし
て，現地での運営を行なった．また，以下の研究論文の発表も行なった． 
[1] Shuang Li, Issei Komatsu, Keizo Yamada, Masanori Takagi and Jun Sasaki, "Personal Tour Planning 
System (PTPS) for Use in Urban and Rural Areas",  New Trends in Intelligent Software Methodologies, 




[2] Jun Sasaki,Taeko Maejima, Shuang Li, Yusuke Sato, Minoru Hiyama and  Enrique Herrera-Viedma, 
"Life-Area Broadcasting System (LABS) for Normal and Emergency Cases by Using Easy Contents Management 
System and New Speaker Devices", ISCRAM 2019 https://iscram2019.webs.upv.es/ 
[3] Shuang Li, Jun Sasaki, Carlos Porcel and Enrique Herreara-Viedma, " Features Words Extraction 
Methods of POI for Japanese FIT Using Comments in a Tourism Web Site", EJC 2019 
https://www.lut.fi/web/en/ejc-conference  
[4] Jun Sasaki and Shuang Li, "A Classification Method of Photos in a Tourism Web Site by Color 
Analysis", IEA/AIE 2019 https://ieaaie2019.ist.tugraz.at/  
・次年度の研究費を獲得するため，科研費，電気通信普及財団，I-O DATA財団，地域協働研究ステージⅡへの研
究助成を申請した（科研費基盤（C），I-O DATA財団は採択決定）． 
・防災情報技術に関する国際会議 ITDRR（2019年 10月ウクライナで開催）の Publicity Chairとして，また，認
知科学技術に関する国際会議 iCAT（2019年 10月盛岡市で開催），知能システムに関する国際会議 IEA/AIE（2020
年７月北九州市で開催），ソフトウェア技術に関する国際会議 SOMET（2020年９月北九州市で開催）の Organizing 
Chairとして，Call For Paperや Webサイトの作成を行い，スペイン内外の研究者に PRをするなどの活動を行な
った． 
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1) 情報基礎数学Ｂ，Ｃで eラーニング教材を活用した反転授業を実践した． 
2) 情報基礎数学Ｂ，Ｃで毎回の授業終了時に授業に関する Web アンケート（Google フォームを活用）を行い，
次回授業開始時にアンケート結果に対するフィードバックをした． 

















1) 高木正則, 瀬戸山光宏：コンピュータ適応型テストを利用した大学 1年生の MS-Office 操作スキルの実態調
査，情報処理学会情報教育シンポジウム論文集，Vol.2018，No.32，pp.215-220，2018.8（デモ・ポスター賞） 
2) Shuang LI, Issei KOMATSU, Keizo YAMADA, Masanori TAKAGI and Jun SASAKI: Personal Tour Planning 
System (PTPS) for Use in Urban and Rural Areas, New Trends in Software Methodologies, Tools and 
Techniques (SoMeT 2018), IOS Press 2018, pp.259-270, 2018.9 
3) Masanori Takagi, Ryu Hirano: Proposal and Evaluation of A Method for Automatically Classifying 
Images of Agricultural Work and Animals Acquired with Motion Sensor Cameras, Conference Proceedings 
















ステムの開発，教育システム情報学会第 43回全国大会講演論文集，P1-05，pp.9-10, 2018.9 
6) 佐藤雅希，高木正則，山田敬三，佐々木淳：作問学習における思考力・判断力・表現力の自己評価支援機能の
開発と評価，教育システム情報学会第 43回全国大会講演論文集，P1-06，pp.11-12, 2018.9 
7) 周藤祐汰，高木正則，山田敬三，佐々木淳：問題分類演習で明らかになる数学の問題解決上の誤りの分析，教








































4) 文部科学省科学研究費基盤研究 C，「e ラーニングを活用した入学前教育の実践的研究」，300,000 円，研究分
担者 














1) 入試検討委員会 副委員長 
2) 高大接続連携委員会 委員 
3) 入試幹事会 メンバー 



























1) 情報処理学会論文誌ジャーナル/JIP編集委員会 編集委員 
2) 情報処理学会論文誌「教育とコンピュータ」(TCE) 編集委員会 編集委員 
3) 情報処理学会 2018年度論文賞選定ワーキンググループ 委員 
4) 情報処理学会 2018年度 TCE論文賞選定ワーキンググループ 委員 
5) 情報処理学会コンピュータと教育研究会 幹事 
6) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2018） プログラム委員会 委員 
7) 教育システム情報学会 社員 
8) 教育システム情報学会 学会誌編集委員会 委員 
9) 教育システム情報学会第 43回全国大会 大会委員会 委員 
10) 教育システム情報学会第 43回全国大会 奨励賞審査委員（1次審査：7編審査） 
11) 教育システム情報学会 研究会委員会 委員 
12) 教育システム情報学会 論文賞選定委員会 委員 
13) 電子情報通信学会 ソサイエティ論文誌編集委員会 査読委員 
14) 日本教育工学会 論文誌編集委員会 特任編集委員 
15) 大学 eラーニング協議会 幹事校 
16) WCCE（World Conference on Computers in Education）2021 開催準備委員会 委員 
17) 5th International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-18), International 
Program Committee Member 
18) 情報処理学会論文誌 査読（2編） 
19) 情報処理学会論文誌「教育とコンピュータ」(TCE) 査読（3編） 
20) 電子情報通信学会和文誌 D 査読（1編） 
21) 教育システム情報学会 学会誌 査読（3編） 
22) 教育システム情報学会 英文誌 査読（3編） 
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23) 日本教育工学会論文誌 査読（6編） 
24) 情報処理学会 CE研究会 研究論文セッション アドバイザー（1編） 
25) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2018） 査読（3編） 
26) 5th International KES Conference on Smart Education and E-Learning(KES-SEEL-18), 査読（3編） 
27) 情報処理学会情報教育シンポジウム（SSS2018） セッション 2 座長 















































1) Shuang Li, Issei Komatsu, Keizo Yamada, Masanori Takagi and Jun Sasaki, “ Personal Tour Planning 
System (PTPS) for Use in Urban and Rural Areas”, New Trends in Software Methodologies, Tools and 











ステムの開発，教育システム情報学会第 43回全国大会講演論文集，P1-05，pp.9-10, 2018.9 
6) 佐藤雅希，高木正則，山田敬三，佐々木淳：作問学習における思考力・判断力・表現力の自己評価支援機能の
開発と評価，教育システム情報学会第 43回全国大会講演論文集，P1-06，pp.11-12, 2018.9 
7) 周藤祐汰，高木正則，山田敬三，佐々木淳：問題分類演習で明らかになる数学の問題解決上の誤りの分析，教
育システム情報学会第 43回全国大会講演論文集，P1-07，pp.13-14, 2018.9 
8) 木津谷諒，山田敬三，高木正則，佐々木淳：レガシーマイグレーションにおける受け入れテストの生成支援手














1) 自己評価点検委員会 メンバー 














2） 学部主催 CS教室「関数と論理で計算を表そう」講師 2018.8.8-8.10 
3） 滝沢市 IPUイノベーションセンター主催 CS教室「関数プログラミングに挑戦」 講師 2018.12.27 




1） 情報処理学会 会員 
2） 人工知能学会 会員 















現す何ら かの評価指標も必要であることがわかった． 今後は，盛岡市を例に，SNS データ
分析した結果と合わせ，「正規化したコメント数」 と観光スポットの「チェックイン数」の
２次元で観光スポットが分類できるかどうかを試 みる． 










木村 修太 スマートフォンで録音した寝息音を用いた睡眠時無呼吸症候群の簡易診断システムの提案 
現在，我が国において 300 万人以上が睡眠時に呼吸が停止する睡眠時無呼吸症候群 （SAS：
Sleep Apnea Syndrome）であるとされている．SAS は生活に支障をきたし 事故につながる場
合や，脳卒中や心臓病など重い病気を引き起こす原因となることも ある．そのため，SAS の
早期発見が課題となっている．しかしながら，現在治療中の 患者数は 40 万人程度であり，
潜在患者数の約 10 分の 1 にとどまっている．そのた め，医療機関への受診率が低いこと
がうかがえる．その背景として，SAS による眠気 は慢性疲労であると誤認されやすいこと
や，睡眠時における無呼吸状態を自身のみで 認識することは困難であることが挙げられる． 
本研究では，自身が SAS であると認識していない人に受診を促すことを目的とし， スマー
トフォンにて録音した睡眠時の寝息音から SAS を簡易診断するシステムを提 案する．本論
文では，SAS の判別手法の提案と構築したプロトタイプシステムの概要 紹介及びそれを用
いた評価実験の結果を報告する．また，今後の課題についても考察 を行う． 
小菅 李音 チャットボットを利用した補足説明動画の制作ニーズ抽出支援システムに関する研究 
























































前島多恵子 有線放送と同等の機能を有する インターネット放送システムの開発 
岩手県紫波町では，岩手中央農協が運用を継続してきた有線放送サービスを，設備の老朽化

























































1) Shuang Li, Issei Komatsu, Keizo Yamada, Masanori Takagi and Jun Sasaki, “ Personal Tour Planning System (PTPS) 
for Use in Urban and Rural Areas”, New Trends in Software Methodologies, Tools and Techniques (SoMeT 2018), IOS 
Press 2018 , pp.259-270(2018) 
2) 前島多恵子，高木正則，山田敬三，佐々木淳，佐藤祐輔，檜山稔“有線放送と同等の機能を有するローカルイ
ンターネット方法システム”，平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会，1I14 (2018/8) 
3) 佐々木佳菜恵，山田敬三，高木正則，佐々木淳，“中山間地における生活支援サービス・スケジューリングモ





































職名： 教授 氏名： 渡邊 慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論 II，戦略情報システム学，情報システム演習 I/II，情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作
A/B 
(b) 研究科担当授業科目 















ムの開発，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月． 
2) 吉田賢矢，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“学習支援室における大学講義の復習指導を対象にした学生チュー
ター支援システム，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月，査読無． 
3) 阿部蕉太，高島悠佑，佐々木誠治，石丸悠太郎，薮内天貴，金井宙斗，川上広海，後藤裕介，森田裕之，石原
正彦，白井康之，“視聴履歴に基づく視聴者ロイヤルティの評価指標の提案，”平成 30年度データ解析コンペ
ティション DB部会最終報告会，4 pages，2019年 2月． 
4) 趙陽陽，後藤裕介，森田裕之，南野謙一，渡邊慶和，“購買履歴と回遊データに基づく小売店舗における商品
位置推定モデルの提案，”人工知能学会第 11回 SIG-BI研究会，6 pages，2019年 1月． 
5) 泉田恭哉，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ヤマセ吹走日判定データを用いた太平洋沿岸地域の気象リスク
分析，”平成 30年度情報処理学会東北支部研究会，2018年 12月． 
6) 阿部蕉太，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災がもたらす労働市場への影響を考慮した雇用創出事業の効
果分析，”経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
7) 菊池大至，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学新入生の睡眠に対するフィードバック方法の研究，” 経営
情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
8) 志田匡，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学生主催の水泳競技大会における最適な競技順序の作成支援，” 
経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
 

































2) 経営情報学会 情報システム研究方法論研究部会主査 






職名： 准教授 氏名： 後藤 裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
キャリアデザイン II，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II，情報システム基礎論 I，起業
論，情報システム演習 I/II，情報システムゼミ I/II，卒業研究・制作 I/II 
(b) 研究科担当授業科目 















な期待実現の分析，”第 5回実践的 IT教育シンポジウム rePiT2019，pp.11-20，2019年 1月． 
2) Y. Goto, “Stylized Fact Analysis of Cash-For-Work Programs in the Disaster Reconstruction Process,” 




ムの開発，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月． 
2) 吉田賢矢，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“学習支援室における大学講義の復習指導を対象にした学生チュー
ター支援システム，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月，査読無． 
3) 西口真央，後藤裕介，白井康之，森田裕之，“Embedding 技術を活用した異種高次元データセットの統合的分
析，” 経営科学系研究部会連合協議会主催 H30年度データ解析コンペティション成果報告会， 2019年 2月．  
4) 阿部蕉太，高島悠佑，佐々木誠治，石丸悠太郎，薮内天貴，金井宙斗，川上広海，後藤裕介，森田裕之，石原
正彦，白井康之，“視聴履歴に基づく視聴者ロイヤルティの評価指標の提案，”平成 30年度データ解析コンペ
ティション DB部会最終報告会，4 pages，2019年 2月． 
5) 趙陽陽，後藤裕介，森田裕之，南野謙一，渡邊慶和，“購買履歴と回遊データに基づく小売店舗における商品
位置推定モデルの提案，”人工知能学会第 11回 SIG-BI研究会，6 pages，2019年 1月． 
6) 泉田恭哉，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ヤマセ吹走日判定データを用いた太平洋沿岸地域の気象リスク
分析，”平成 30年度情報処理学会東北支部研究会，2018年 12月． 
7) 阿部蕉太，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災がもたらす労働市場への影響を考慮した雇用創出事業の効
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果分析，”経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
8) 菊池大至，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学新入生の睡眠に対するフィードバック方法の研究，” 経営
情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
9) 志田匡，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学生主催の水泳競技大会における最適な競技順序の作成支援，” 
経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
10) 佐々木誠治，茂木雅祥，高島悠佑，白井康之，後藤裕介，“購買履歴に基づく顧客ロイヤルティの強さと変化
傾向の評価指標の提案，”経営情報学会 PACIS2018主催記念特別全国研究発表大会，4 pages，2018年 6月． 
11) 後藤裕介，森田裕之，白井康之，“顧客行動解析に基づく店舗間スタッフ移動に関するシミュレーション，”日
本経営工学会 2018年春季大会，2 pages，2018年 5月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 基盤研究（C）「大規模災害の復興過程における経済支援政策シミュレータの開発」 
研究代表者 本年度直接経費 1,400,000円． 
2) 科学研究費補助金 基盤研究（C）企業と消費者によるブランドらしさの共創・共進化過程の解明」 
研究分担者 本年度直接経費 200,000円． 
3) 科学研究費補助金 基盤研究（C）「消費者の購買行動を明確にするための統合化購買行動履歴データに関す
る研究」研究分担者 本年度直接経費 50,000円． 
4) 企業 A「データ解析と機械学習によるマーケティング支援手法の研究」200,000円． 
5) 公益財団法人 科学技術融合振興財団 調査研究助成「高等学校の教科『情報』におけるモデリングとシミュレ
ーションの方法論を学ぶための学習環境の調査研究」総額 410,000円． 
6) 岩手県立大学 全学競争研究費「持続可能で受容可能な地域内次世代モビリティ検討支援の方法論の開発」 
研究代表者 本年度交付額 1,900,000円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 受賞：経営科学系研究部会連合協議会主催 H30年度データ解析コンペティション 優秀賞，2019年 3月（チー
ム「ブラックサンド+」）．（selection rate: 2.2%，上位 2/91） 
2) 受賞：経営科学系研究部会連合協議会主催 H30年度データ解析コンペティション DB部会最終報告会 優秀賞
(2位)，2019年 3月（チーム「Black Kids+」）．（selection rate: 50%，上位 2/4） 
3) 受賞：第 5回実践的 IT教育シンポジウム rePiT2019最優秀論文賞（1/6．selection rate 17%），2019年 1
月． 
4) 大会ルポ：津田博，布施匡章，森田裕之，大内紀知，後藤裕介，渡邊真治，“経営情報学会 2018年秋季全国研
究発表大会，” 経営情報学会誌 経営情報フォーラム，Vol.27，No.4，pp.328-330，2019年 3月． 
5) 大会ルポ：佐藤亮，大内紀知，木野泰伸，後藤裕介，多井剛，“経営情報学会 PACIS2018主催記念特別全国研
究発表大会，”経営情報学会誌 経営情報フォーラム，Vol.27，No.2，pp.157-158，2018年 9月． 
6) 寄稿：後藤裕介，“研究の面白さにふれ，人生の豊かさにつながった博士課程，”Communications of the WIA，
No.84，pp.32-35，2019年 3月． 
7) 報道：盛岡タイムス 2018 年 12月 31日（月） 5面「活動報告と課題出し合う 県立大ソ情報学部 高大連携
協定校と運営会議」高大連携事業の報道 
8) 報道：岩手日日新聞 2018年 12月 28日（金） 3面「情報教育連携へ協議 県立大と盛岡商など 3高校 取り
組み内容共有」高大連携事業の報道 




10) 報道：京都新聞 2018年 5月 18日（金）29面「京日記」京都すばる高校 協定の報道 
11) 報道：岩手日報 2018 年 5 月 8 日（火）26 面「県立大，京都の高校と協定へ 高大連携，3 校目」京都すばる
高校 協定の報道 























1) 早稲田大学 理工学術院総合研究所プロジェクト研究「次世代 e-learningに関する研究」招聘研究員 
2) 早稲田大学 プロジェクト研究所「社会シミュレーション研究所」招聘研究員 
3) 大阪府立大学 サービスサイエンス研究センター 客員研究員 
(e) 学会などにおける活動 
1) 学会運営：一般社団法人 経営情報学会 理事 
2) 学会運営：経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，2018年，実行委員 
3) 学会運営：経営情報学会 PACIS2018主催記念特別全国研究発表大会，2018年，実行委員 
4) 国際会議運営：IEEE SMC 2018, 2018, Program Committee Member. 
5) 研究部会：経営情報学会 ICTと教育研究部会 幹事 
6) 研究部会：人工知能学会 ビジネス・インフォマティクス研究会 幹事 
7) 研究部会：計測自動制御学会 システム・情報部門 社会システム部会 幹事 
8) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 18回社会システム部会研究会，2018年，実行委員長 
9) 研究会運営：計測自動制御学会 システム・情報部門 第 16回社会システム部会研究会，2018年，実行委員 
10) セッション運営：IEEE SMC 2018, “Human Awareness Computing: Modeling and techniques for social 
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simulations”, 2018，Session Chair. 
11) セッション運営：経営情報学会 2018 年秋季全国研究発表大会，2018 年，セッション「企業事例セッション
（2）」座長 






15) 論文査読：第 18回社会システム部会研究会（フルペーパー査読）：5本 
16) 論文査読：経営情報学会：3本 
17) 論文査読：The 2018 IEEE International Conference on Systems, Man, Cybernetics: 4本 













職名： 講師 氏名： 南野謙一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，戦略情報システム学，基礎教養入門，キャリアデザイン I，情報システム演習 I/II， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 













ムの開発，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月． 
2) 吉田賢矢，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“学習支援室における大学講義の復習指導を対象にした学生チュー
ター支援システム，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月，査読無． 
3) 趙陽陽，後藤裕介，森田裕之，南野謙一，渡邊慶和，“購買履歴と回遊データに基づく小売店舗における商品
位置推定モデルの提案，”人工知能学会第 11回 SIG-BI研究会，6 pages，2019年 1月． 
4) 泉田恭哉，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ヤマセ吹走日判定データを用いた太平洋沿岸地域の気象リスク
分析，”平成 30年度情報処理学会東北支部研究会，2018年 12月． 
5) 高村 竜，南野謙一，小林 隆，宮野法近，後藤裕介，渡邊慶和，“イネ紋枯病発生予察システム（BLIGHTAS）
を用いた病害発生リスク分析”，平成 30年度情報処理学会東北支部研究会，2019年 2月． 
6) 阿部蕉太，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災がもたらす労働市場への影響を考慮した雇用創出事業の効
果分析，”経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
7) 菊池大至，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学新入生の睡眠に対するフィードバック方法の研究，” 経営
情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
8) 志田匡，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学生主催の水泳競技大会における最適な競技順序の作成支援，” 
経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 基盤研究（C）「大規模災害の復興過程における経済支援政策シミュレータの開発」 
研究代表者：後藤裕介 本年度直接経費 1,400,000円． 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) JST主催「岩手県立大学 新技術説明会」発表，2018年 8月 2日． 
2) いわて産学連携推進協議会，「平成 30年度リエゾン Iマッチングフェア」（岩手大学理工学部内 復興祈念銀
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河ホール）出展，2018年 11月 7日． 
3) 農林水産省主催「アグリビジネス創出フェア 2018」（東京ビッグサイト 西１ホール）出展，2018年 11月 20
日～22日． 
4) 日本農業新聞「高温や大雨リスク地図に表示 岩手県立大学開発 低コストで構築」報道，2019年 1月 16日． 

















1) 農業生産者向け Weサイト「Google Mapによる気象予測データを利用した農作物警戒情報」，東北農業研究セ
ンターとの共同運営 
































菊池 大至 大学新入生に対する睡眠習慣化支援のためのフィードバックシステムの提案 
近年, 睡眠は睡眠負債という概念ともに重要性が指摘されているが一般的社会生活に比べて









の ID付き POSデータに本指標を適用し，分析を行った結果を報告する． 






















































ムの開発，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月． 
2) 吉田賢矢，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和“学習支援室における大学講義の復習指導を対象にした学生チュー
ター支援システム，”情報処理学会第 81回全国大会，2 pages，福岡，2019年 3月，査読無． 
3) 阿部蕉太，高島悠佑，佐々木誠治，石丸悠太郎，薮内天貴，金井宙斗，川上広海，後藤裕介，森田裕之，石原
正彦，白井康之，“視聴履歴に基づく視聴者ロイヤルティの評価指標の提案，”平成 30年度データ解析コンペ




位置推定モデルの提案，”人工知能学会第 11回 SIG-BI研究会，6 pages，2019年 1月． 
5) 泉田恭哉，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ヤマセ吹走日判定データを用いた太平洋沿岸地域の気象リスク
分析，”平成 30年度情報処理学会東北支部研究会，2018年 12月． 
6) 高村 竜，南野謙一，小林 隆，宮野法近，後藤裕介，渡邊慶和，“イネ紋枯病発生予察システム（BLIGHTAS）
を用いた病害発生リスク分析”，平成 30年度情報処理学会東北支部研究会，2019年 2月． 
7) 阿部蕉太，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“震災がもたらす労働市場への影響を考慮した雇用創出事業の効
果分析，”経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
8) 菊池大至，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学新入生の睡眠に対するフィードバック方法の研究，” 経営
情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
9) 志田匡，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“大学生主催の水泳競技大会における最適な競技順序の作成支援，” 
経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会，4 pages，2018年 10月． 
10) 佐々木誠治，茂木雅祥，高島悠佑，白井康之，後藤裕介，“購買履歴に基づく顧客ロイヤルティの強さと変化
傾向の評価指標の提案，”経営情報学会 PACIS2018主催記念特別全国研究発表大会，4 pages，2018年 6月． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 阿部蕉太，平成 30年度岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研究科研究科長賞，2019年 3月． 
2) 佐々木優太，平成 30年度岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研究科研究科長賞，2019年 3月． 
3) 高島悠佑，平成 30年度岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研究科研究科長賞，2019年 3月． 
4) 佐々木誠治，平成 30年度岩手県立大学学長奨励賞，2019年 2月． 
5) 阿部蕉太，高島悠佑，佐々木誠治，日本データベース学会，経営科学系研究部会連合協議会 H29年度データ
解析コンペティション DB 部会 最終報告会 優秀賞，視聴履歴に基づく視聴者ロイヤルティの評価指標の提
案，2019年 2月． 
6) 阿部蕉太，経営情報学会，経営情報学会 2018年秋季全国研究発表大会 学生優秀発表賞，2018年 10月． 













 研究室所属学生が進めている IT を用いた情報支援システムの調査研究について，安比高原スキー場
を対象に実地調査を行う．安比高原スキー場の来場者に対するアンケート調査を実施する． 
 






















•  地域連携と教育研究の一体化  
•  震災復興に資する教育研究 
•  学生の学会発表質向上 
(c) 講座構成教員名 
阿部 昭博，市川 尚，富澤 浩樹 
(d) 研究テーマ 
•  多様なユーザに配慮した地域情報システムの分析・設計・開発・評価 
•  社会的課題への GIS 適用 






















1) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生を対象としたグループ観光支援システムの開発と評価，観
光情報学会誌「観光と情報」，Vol.14，No.1，pp.85-100, 2018.6 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Akihiro Abe: An Attempt to Create New Value at Open-air Museums in Japan: Use of Wearable Devices, 
Proceedings of 4th Arts and Humanities Conference, pp.1-10, 2018.6 
2) Hiroki Tomizawa, Akihiro Abe: An Implementation of a Digital Archive System based on Design of 
Utilization Model of Earthquake-related Materials, Proceedings of 15th International Conference 
on Business Information Systems, pp.22-23，2018.11 
3) 富澤浩樹，阿部昭博：震災学習と連携した震災関連資料デジタルアーカイビングシステムの試作，情報処理学
会人文科学とコンピュータシンポジウム論文集，Vol.2018，No.1，pp.283-290，2018.11 
4) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: An Attempt at Analysis of Tourism 
Behavior of International Students in Japan Using the Tourism Support System, Proceedings of 
International Conference on Business, Information, Tourism, and Economics（BITE2019）, pp.136-158 
2019.1 
5) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: Proposal of Method for Analyzing 
International Students’Tourism Behavior Using a Tourism Support System, Proceedings of 8th 
International Conference on Software and Computer Applications (ICSCA2019), pp.408-413, 2019.2 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生向け観光支援システムを用いた観光特性分析の在り方に関
する考察，観光情報学会第 15回全国大会論文集，A2-5, 2018.6 
2) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：デザイン思考アプローチによる広域観光支援システムの考察，観
光情報学会第 15回全国大会論文集，B1-2, 2018.6 
3) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチ適用の試み，






地理情報システム学会東北支部 2018年度研究交流会, 2018.12 
6) 小山田圭吾，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：入学前教育におけるプログラミング課題の履歴を活用した学習
環境の試行，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，2ZF-06, 2019.3 
7) 上野将，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：ワードクラウドを用いた授業中の掲示板書き込み内容を可視化する
システムの開発と評価，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，4ZF-03, 2019.3 
8) 飯野 史，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：災害時利用も考慮した歩行者移動支援システムの試作，情報処理
学会第 81回全国大会講演論文集，4ZG-06, 2019.3 
9) 張 氷怡，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のための食生活支援システムの基礎検討，情報処理学会第
81回全国大会講演論文集，6ZG-05, 2019.3 
10) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチの適用と考







1) 特許出願「システム，情報収集方法，プログラム」特願 2018-098735 
2) いわて ICTフェア 2018出展「ユニバーサルツーリズム安心システム」(2018.5) 
3) 阿部昭博：高齢者や障がい者の観光を優しくサポート，JST新技術成果発表会予稿集，pp.17-21 (2018.8.2) 












































とで進めてきた．他方，近年の観光地づくりにおいては，エビデンスに基づく行政の政策立案 EBPM(Evidence Based 
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1) 稲垣 忠（編著），市川 尚ほか７名（著）：教育の方法と技術，北大路書房，2019.3 （担当：第 4,8章） 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 市川 尚, 後藤裕介, 松田浩一, 羽倉淳：学年混成によるプロジェクト型学習の実践と評価，コンピュータソ
フトウェア（日本ソフトウェア科学会誌），Vol.36，No.1，pp.3-13，2019.1 
2) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生を対象としたグループ観光支援システムの開発と評価，観光
情報学会誌「観光と情報」，Vol.14，No.1，pp.85-100, 2018.6 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: An Attempt at Analysis of Tourism 
Behavior of International Students in Japan Using the Tourism Support System, Proceedings of 
International Conference on Business, Information, Tourism, and Economics（BITE2019）, pp.136-158, 
2019.1 
2) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: Proposal of Method for Analyzing 
International Students’Tourism Behavior Using a Tourism Support System, Proceedings of 8th 
International Conference on Software and Computer Applications (ICSCA2019), pp.408-413, 2019.2 
3) 後藤裕介，市川 尚，松田浩一，羽倉 淳：情報系学部において企業提供の実問題解決を行う PBL に関する多





（JSET18-5）， pp. 239-242 ，2018.12 
3) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生向け観光支援システムを用いた観光特性分析の在り方に関す
る考察，観光情報学会第 15回全国大会論文集，A2-5, 2018.6 
4) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：デザイン思考アプローチによる広域観光支援システムの考察，観






環境の試行，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，2ZF-06, 2019.3 
7) 上野 将，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：ワードクラウドを用いた授業中の掲示板書き込み内容を可視化する
システムの開発と評価，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，4ZF-03, 2019.3 
8) 飯野 史，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：災害時利用も考慮した歩行者移動支援システムの試作，情報処理学
会第 81回全国大会講演論文集，4ZG-06, 2019.3 
9) 張 氷怡，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のための食生活支援システムの基礎検討，情報処理学会第 81
回全国大会講演論文集，6ZG-05, 2019.3 
10) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチの適用と考察，
情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，6ZJ-04, 2019.3 
(e) 研究費の獲得 



























2) 岩手県立総合教育センター 高等学校共通教科「情報」担当者研修講師，2018.9 
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1) 日本教育工学会 SIG-07インストラクショナルデザイン代表／特集号編集委員会委員長/編集委員会委員 
2) 日本教育メディア学会編集委員会委員 
3) 観光情報学会いわて観光情報学研究会幹事 
4) 大学 eラーニング協議会代表幹事校担当 
5) 日本教育工学会第 33回全国大会 SIGセッション（SIG-07）コーディネータ，2018.9 
6) 観光情報学会いわて観光情報学研究会第 18回例会の開催，2019.3 

































1) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生を対象としたグループ観光支援システムの開発と評価，観
光情報学会誌「観光と情報」，Vol.14，No.1，pp.85-100, 2018.6 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Hiroki Tomizawa, Akihiro Abe: An Implementation of a Digital Archive System based on Design of 
Utilization Model of Earthquake-related Materials, Proceedings of 15th International Conference 
on Business Information Systems, pp.22-23，2018.11 
2) 富澤浩樹，阿部昭博：震災学習と連携した震災関連資料デジタルアーカイビングシステムの試作，情報処理学
会人文学とコンピュータシンポジウム，Vol.2018，No.1，pp.283-290，2018.11 
3) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: An Attempt at Analysis of Tourism 
Behavior of International Students in Japan Using the Tourism Support System, Proceedings of 
International Conference on Business, Information, Tourism, and Economics（BITE2019）, pp.136-158 
2019.1 
4) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: Proposal of Method for Analyzing 
International Students’Tourism Behavior Using a Tourism Support System, Proceedings of 8th 
International Conference on Software and Computer Applications (ICSCA2019), pp.408-413, 2019.2 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生向け観光支援システムを用いた観光特性分析の在り方に関
する考察，観光情報学会第 15回全国大会論文集，A2-5, 2018.6 
2) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：デザイン思考アプローチによる広域観光支援システムの考察，観
光情報学会第 15回全国大会論文集，B1-2, 2018.6 
3) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチ適用の試み，
情報処理学会研究報告，Vol.2018-IS-145，No.7，pp.1-4, 2018.8 
4) 富澤浩樹：復興ツーリズムとデジタルアーカイブ，いわて観光情報学研究会第 20回例会，2019.3 
5) 小山田圭吾，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：入学前教育におけるプログラミング課題の履歴を活用した学習
環境の試行，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，2ZF-06, 2019.3 
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6) 上野将，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：ワードクラウドを用いた授業中の掲示板書き込み内容を可視化する
システムの開発と評価，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，4ZF-03, 2019.3 
7) 飯野 史，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：災害時利用も考慮した歩行者移動支援システムの試作，情報処理
学会第 81回全国大会講演論文集，4ZG-06, 2019.3 
8) 張 氷怡，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のための食生活支援システムの基礎検討，情報処理学会第
81回全国大会講演論文集，6ZG-05, 2019.3 
9) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチの適用と考































1) 観光情報学会 いわて観光情報学研究会 運営委員 







































































































1) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生を対象としたグループ観光支援システムの開発と評価，観
光情報学会誌「観光と情報」，Vol.14，No.1，pp.85-100, 2018.6 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 蘭 天陽，富澤浩樹，市川 尚，阿部昭博：留学生向け観光支援システムを用いた観光特性分析の在り方に関
する考察，観光情報学会第 15回全国大会論文集，A2-5, 2018.6 
2) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：デザイン思考アプローチによる広域観光支援システムの考察，観
光情報学会第 15回全国大会論文集，B1-2, 2018.6 
3) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチ適用の試み，
情報処理学会研究報告，Vol.2018-IS-145，No.7，pp.1-4, 2018.8 
4) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: An Attempt at Analysis of Tourism 
Behavior of International Students in Japan Using the Tourism Support System, Proceedings of 
International Conference on Business, Information, Tourism, and Economics（BITE2019）, pp.136-158 
2019.1 
5) Tianyang Lan, Hiroki Tomizawa, Hisashi Ichikawa and Akihiro Abe: Proposal of Method for Analyzing 
International Students’Tourism Behavior Using a Tourism Support System, Proceedings of 8th 
International Conference on Software and Computer Applications (ICSCA2019), pp.408-413, 2019.2 
6) 小山田圭吾，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：入学前教育におけるプログラミング課題の履歴を活用した学習
環境の試行，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，2ZF-06, 2019.3 
7) 上野 将，市川 尚，富澤浩樹，阿部昭博：ワードクラウドを用いた授業中の掲示板書き込み内容を可視化す
るシステムの開発と評価，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，4ZF-03, 2019.3 
8) 飯野 史，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：災害時利用も考慮した歩行者移動支援システムの試作，情報処理
学会第 81回全国大会講演論文集，4ZG-06, 2019.3 
9) 張 氷怡，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：留学生のための食生活支援システムの基礎検討，情報処理学会第
81回全国大会講演論文集，6ZG-05, 2019.3 
10) 上田翔磨，阿部昭博，市川 尚，富澤浩樹：広域観光支援システムへのデザイン思考アプローチの適用と考
察，情報処理学会第 81回全国大会講演論文集，6ZJ-04, 2019.3 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 蘭 天陽，International Conference on Business, Information, Tourism, and Economics（BITE2019）
Distinguished Paper Award （優秀論文賞），2019年 2月 
2) 飯野 史，情報処理学会第 81回全国大会学生奨励賞，2019年 3月 
3) 上野 将，情報処理学会第 81回全国大会学生奨励賞，2019年 3月 

















































職名： 准教授 氏名： Prima Oky Dicky Ardiansyah 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 













1) Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Assessment of Joint 
Range of Motion Measured by a Stereo Camera,” IARIA eTELEMED 2019. （Best Paper Awardを受賞） 
2) O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Ono, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Single Camera 3D Human 
Pose Estimation for Tele-rehabilitation,” IARIA eTELEMED 2019. 
3) Y. Nishimura, H. Tsuboi, Y. Murata, O.D.A. Prima, “Measurement of Shoulder and Trunk Movements 
in Hemiplegic Participants Using a System for Collecting Motion Data,” IARIA eTELEMED 2019. 
4) R. Takahashi, Y. Murata, O. D. A. Prima, “A System for Collecting Motion Data on Patients’ 
Activities of Daily Living,” IARIA eTELEMED 2019. 
5) K. Hotta, O.D.A. Prima, T. Imabuchi, H. Ito, “VR-HMD Eye Tracker in Active Visual Field Testing,” 
ViSAug: The First IEEE VR Workshop on Eye Tracking and Vision Augmentation, 2019. 
6) Hagemann, G., Zhou, Q., Prima, O.D.A., Stavness, I., Fels, S. “Here's looking at you: A Spherical 
FTVR Display for Realistic Eye-Contact,” Interactive Surface and Spaces, ACM ISS, 2018. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 加藤 健太，プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー，伊藤久祥，“輻輳眼球運動によって推定した 3次元
視線の空間特徴に関する分析,”画像電子学会，第 288回研究会 in徳島，2019． 
(e) 研究費の獲得 
1) 産学協同研究（アイシン・システム） ：140万円 
2) SCOPE, 日常生活におけるリハビリ効果評価サイトの開発：50万円 
3) 地域協働研究費，バーチャルリアリティを活用した九戸城跡の可視化に関する研究：50万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 村田嘉利，プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー，西村行秀，「動作計測システム，動作計測方法，
プログラム」（特願 2018-223723），日本，平成 30年 11月 29日． 
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2) 論文賞（Best Paper Award） 
著 者 ：Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura 





















1) IoT人材育成支援事業，株式会社 ICS 
(e) 学会などにおける活動 





1. Single Camera 3D Human Pose Estimation for Tele-rehabilitation 
The need of using advanced remote devices to promote effective self-management of rehabilitation 
has rapidly grown in developed countries. The widely spread camera-equipped mobile devices and 
Internet of Things (IoT) have been expected to deliver professional services by connecting 
clinician to client for assessment and consultation. This study proposes an IoT-based tele-
rehabilitation (TR) framework using a single camera to observe the body joints of the client in 
three-dimensional (3D) space on performing activities of daily living (ADL). Our experiments show 
that the proposed framework is capable to measure joint and orientation angles of elbow and knee 
comparable with the measurements using the Microsoft Kinect. A waterproof camera was used to show 
that the proposed system can be extended to do the joint measurements during aquatic therapy and 
2.12. ヒューマンインタフェース学講座 
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fitness pools (Figure 1). 
 
Figure 1. Elbow joint and orientation angles of a subject entering a swimming pool. 
 
2. VR-HMD Eye Tracker in Active Visual Field Testing 
Visual field defects (VFDs) is difficult to recognize by most patients because of the filling-in 
mechanism in the human brain. The current visual field test displays light sources within the 
range of the effective visual field and takes the responses from the patient after recognizing 
this light stimulus. Since, these responses are determined subjectively by the patient, the 
resulted measure may be less reliable. This method may take more than 30 minutes, requiring the 
patient to fix his gaze and head where it may give a physical burden in the patient. In this 
study, we propose an active visual field testing (AVFT) based on a high-speed virtual reality 
head-mounted display (VR-HMD) eye tracker which enables to increase the testing reliability and 
to reduce the physical burden during the test. Our tracker runs up to 240Hz allowing the measurement 
of rapid eye movement to precisely detect visual fixation and saccades which provide essential 
elements to evaluate defects in the visual field. The characteristics of visual fixation and 
saccades are utilized to confirm when each stimulus is recognized by the patient during the test. 
Our experiment shows that each test can be conducted in 5 minutes. 
 
Figure 2. Environmental equipment for the compensatory visual field training. 
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1) Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Assessment of Joint 
Range of Motion Measured by a Stereo Camera,” IARIA eTELEMED 2019. （Best Paper Awardを受賞） 
2) O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Ono, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Single Camera 3D Human 
Pose Estimation for Tele-rehabilitation,” IARIA eTELEMED 2019. 
3) K. Hotta, O.D.A. Prima, T. Imabuchi, H. Ito, “VR-HMD Eye Tracker in Active Visual Field Testing,” 
ViSAug: The First IEEE VR Workshop on Eye Tracking and Vision Augmentation, 2019. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 加藤 健太，プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー，伊藤久祥，“輻輳眼球運動によって推定した 3次元
視線の空間特徴に関する分析,”画像電子学会，第 288回研究会 in徳島，2019． 
(e) 研究費の獲得 
1) 産学協同研究（岩手エッグデリカ） ：40万円 
2) 地域協働研究費，無形民俗文化財保存を目的とした「北限の海女の素潜り技術」の３Ｄ可視化：30万円  
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 論文賞（Best Paper Award） 
著 者 ：Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura 












































 図 1 撮影に使用した水中撮影用ステレオカメラ 図 2 水中における姿勢推定の例（膝下の位置推定に誤り） 


















































































1) Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Assessment of Joint 
Range of Motion Measured by a Stereo Camera,” IARIA eTELEMED 2019.  
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 加藤 健太，プリマ オキ ディッキ アルディアンシャー，伊藤久祥，“輻輳眼球運動によって推定した 3次元
視線の空間特徴に関する分析,”画像電子学会，第 288回研究会 in徳島，2019． 
2) Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, “Assessment of Joint 
Range of Motion Measured by a Stereo Camera,” IARIA eTELEMED 2019. 
3) K. Hotta, O.D.A. Prima, T. Imabuchi, H. Ito, “VR-HMD Eye Tracker in Active Visual Field Testing,” 
ViSAug: The First IEEE VR Workshop on Eye Tracking and Vision Augmentation, 2019. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) BEST PAPER AWARD: Y. Ono, O. D. A. Prima, T. Imabuchi, Y. Murata, H. Ito, and Y. Nishimura, 





























































1) 大森紘矢, 橋本浩二, "注目点を用いた自走型テレプレゼンスロボットの自動旋回制御機能", 情報処理学会
第 81回全国大会講演論文集, 2019(4), pp.159-160, 2019年 3月.  
2) 菊地駿, 橋本浩二, "テレワークにおける会議通話のためのオンデマンドストリーム切り替え機能", 情報処
理学会第 81回全国大会講演論文集, 2019(4), pp.33-34, 2019年 3月.  
3) 戸羽俊介, 橋本浩二, "効果的な遠隔プレゼンテーションの実現に向けた全方位視聴システム", 情報処理学
会第 81回全国大会講演論文集, 2019(3), pp.237-238, 2019年 3月.  
4) 西谷香菜子, 橋本浩二, "インタラクティブデジタルサイネージにおけるリアルタイムマッチング機能", 情







































































































1) Editorial board member of the American journal of computation, communication and control. 
2) Reviewer of the international journal: Multimedia tools and applications 
3) Reviewer of the international journal: concurrency and computation: practice and experience 





Sample-specific repetitive learning for photo aesthetic assessment and highlight region extraction 
  In response to the growth of digital camera, more and more pictures are taken to upload the social 
media. Moreover, many people hope to improve aesthetic level of themselves by taking beautiful 
photographs. So, auto-assessment of photo aesthetics is challenging. Motivated by this, we collected 
about 3010 photos scored aesthetically by a professional photographer. These photos were taken by the 
students of the photographer’s class. The data set exhibited a highly non-uniform distribution over 
score.  
  Accordingly, in order to solve the data imbalance issue in aesthetic prediction, in this paper, we 
focus on training the convolutional neural network (CNN)-based aesthetic assessment model by dropping 
out the miss-classified samples scored in the range of [3, 5] from the training data set repetitively 
to overcome the effect of imbalanced aesthetic assessment data on classification. Further, the aesthetic 
highlight region of photo images are extracted by subtracting two specific feature maps of first 
convolutional layers of tow repetitively trained models, so as to analyze the correlations with the 
aesthetic assessments, and explain what aesthetic information of photos influence the aesthetic quality 
of those images. Moreover, the test data set is different from the above training data set. It was 
collected from the recommended photos of 500px which is an online photography network. The experimental 
results show that the proposed method is effective. The Diagrams of training photo Aesthetic assessment 








       
 


















佐藤 直也 顔や舌画像と脈拍を用いたストレス度予測モデルの構築 
本研究では,カメラで撮った顔画像と舌画像,ウェアラブル端末を使用して収集した脈拍デー
タを用いて, CNN(Convolutional Neural Network)などの技術を利用し,ストレス推測を行う
システムを構築するのを目指す.実験結果として,顔,舌画像を融合して構築した 4 種類のス
トレスを推定するモデルは,高い推定精度を得て,実用可能であると考える. 
















































1) 根市豊，戴イン, "分散フォグノードを活用した移動端末向けオフローディング手法", 第 17回情報科学技術
フォーラ FiT2018講演論文集第 4分冊 CM-0004, 福岡工業大学, 2018年 9月.  
2) 佐藤直也, 戴瑩, "顔や舌画像と脈拍を用いたストレス度推測モデルの構築", 2019年電子情報通信学会総合
大会情報・システム講演論文集１D-2-5, 早稲田大学, 2019年 3月.  
3) 志賀正樹, 戴瑩, "CNNを用いた手書き文字画像から人の性格を推測するシステム", 2019年電子情報通信学
会総合大会情報・システム講演論文集１D-2-6, 早稲田大学, 2019年 3月.  
4) 松岡勇弥, 戴瑩, "CNNを用いた路面ひび割れ検出モデルのロバスト性向上に関する研究", 2019年電子情報
通信学会総合大会情報・システム講演論文集１D-2-7, 早稲田大学, 2019年 3月. 
5) 大森紘矢, 橋本浩二, "注目点を用いた自走型テレプレゼンスロボットの自動旋回制御機能", 情報処理学会
第 81回全国大会講演論文集, 2019(4), pp.159-160, 2019年 3月.  
6) 菊地駿, 橋本浩二, "テレワークにおける会議通話のためのオンデマンドストリーム切り替え機能", 情報処
理学会第 81回全国大会講演論文集, 2019(4), pp.33-34, 2019年 3月.  
7) 戸羽俊介, 橋本浩二, "効果的な遠隔プレゼンテーションの実現に向けた全方位視聴システム", 情報処理学
会第 81回全国大会講演論文集, 2019(3), pp.237-238, 2019年 3月.  
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8) 西谷香菜子, 橋本浩二, "インタラクティブデジタルサイネージにおけるリアルタイムマッチング機能", 情
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2.14.2. 教員業績概要 




Ⅱ，メディアシステムゼミ A/B，卒業研究・卒業制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 










1) Yoshia Saito: A method for video advertisement insertion on smartphone, IWIN (International 
Workshop on Informatics) 2018, pp.71-76 (2018). 
2) Masaya Takada, Dai Nishioka and Yoshia Saito: Proposal of a Spherical Heat Map in 360-Degree 
Internet Live Broadcasting Using Viewers' POV, The 2nd International WOrkshop on Mobile Ubiquitous 
Systems, Infrastructures, Communications and Applications (MUSICAL2019), pp.596-600(2019). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 高田真也，西岡大，齊藤義仰: 360度インターネット生放送における POV追従検出手法の提案, 研究報告グル
ープウェアとネットワークサービス（GN）,2019-GN-107(11),pp.1-6(2019). 
2) 齊藤 義仰, 塚原 敬之佑, 西岡 大: 360 度動画における POV 情報を用いた興味推定アルゴリズムの提案, 
DICOMO2018論文集, pp.1292-1297(2018). 
3) 高田 真也, 西岡 大, 齊藤 義仰: 全方位インターネット生放送における視聴者の POV 情報再生ツールの開
発, DICOMO2018論文集, pp.1286-1291(2018). 
4) 堤 周太, 西岡 大, 齊藤 義仰: インターネット生放送における視聴者リクエストに基づいたカメラマンド
ローンシステムの提案, DICOMO2018論文集, pp.1279-1285(2018). 
5) 西岡 大, 山田 栞, 齊藤 義仰: ネットワークコミュニケーションにおけるプライバシー情報の情報公開度
の違いに関する調査, DICOMO2018論文集, pp.1092-1097 (2018). 
6) 大山 慎也, 齊藤 義仰, 西岡 大: オンラインショッピングサイトを対象にした「安心メータ」の実現に向け





























1) 情報処理学会 CDS研究会 運営委員会 幹事 
2) 情報処理学会 CDS研究会 トランザクション編集委員会 編集委員 
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1) Masaya Takada, Dai Nishioka and Yoshia Saito: Proposal of a Spherical Heat Map in 360-Degree 
Internet Live Broadcasting Using Viewers' POV, The 2nd International WOrkshop on Mobile Ubiquitous 
Systems, Infrastructures, Communications and Applications (MUSICAL2019), pp.596-600(2019). 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 西岡 大, 山田 栞, 齊藤 義仰: ネットワークコミュニケーションにおけるプライバシー情報の情報公開度
の違いに関する調査, DICOMO2018論文集, pp.1092-1097 (2018). 
2) 大山 慎也, 齊藤 義仰, 西岡 大: オンラインショッピングサイトを対象にした「安心メータ」の実現に向け
た様々な属性を考慮した安心感の数値化における調査, DICOMO2018論文集, pp. 1098-1104 (2018). 
3) 高田真也，西岡大，齊藤義仰: 360度インターネット生放送における POV追従検出手法の提案, 研究報告グル
ープウェアとネットワークサービス（GN）,2019-GN-107(11),pp.1-6(2019). 
4) 齊藤 義仰, 塚原 敬之佑, 西岡 大: 360 度動画における POV 情報を用いた興味推定アルゴリズムの提案, 
DICOMO2018論文集, pp.1292-1297(2018). 
5) 高田 真也, 西岡 大, 齊藤 義仰: 全方位インターネット生放送における視聴者の POV 情報再生ツールの開
発, DICOMO2018論文集, pp.1286-1291(2018). 
6) 堤 周太, 西岡 大, 齊藤 義仰: インターネット生放送における視聴者リクエストに基づいたカメラマンド




























































































































1) Masaya Takada, Dai Nishioka and Yoshia Saito: Proposal of a Spherical Heat Map in 360-Degree 
Internet Live Broadcasting Using Viewers' POV, The 2nd International WOrkshop on Mobile Ubiquitous 
Systems, Infrastructures, Communications and Applications (MUSICAL2019), pp.596-600(2019). 
2) 高田真也，西岡大，齊藤義仰: 360度インターネット生放送における POV追従検出手法の提案, 研究報告グル
ープウェアとネットワークサービス（GN）,2019-GN-107(11),pp.1-6(2019). 
3) 高田 真也, 西岡 大, 齊藤 義仰: 全方位インターネット生放送における視聴者の POV 情報再生ツールの開
発, DICOMO2018論文集, pp.1286-1291(2018). 
4) 堤 周太, 西岡 大, 齊藤 義仰: インターネット生放送における視聴者リクエストに基づいたカメラマンド
ローンシステムの提案, DICOMO2018論文集, pp.1279-1285(2018). 
5) 大山 慎也, 齊藤 義仰, 西岡 大: オンラインショッピングサイトを対象にした「安心メータ」の実現に向け
た様々な属性を考慮した安心感の数値化における調査, DICOMO2018論文集, pp. 1098-1104 (2018). 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
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2.15.2. 教員業績概要 


















する検討", 2018年画像符号化シンポジウム（PCSJ2018）, P-1-04, 2018.11. 
2) 富樫篤士, 亀田昌志,"独立成分分析の基底を用いた静止画像符号化における画質改善量の比較に基づく重要
な ICA基底の選出", 電子情報通信学会技術報告, IE2018-133, pp. 153-158, 2019.3. 
3) 池之上槙哉, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明,"L*a*b*色空間の複数を用いた発赤の肉眼的所見に対応した客観








































画像に固有な基底である ICA を求めることができ，画像のエッジやテクスチャについては少数の ICA 基底により







いう条件の下で，DCT および ICA の中から平均二乗誤差最小の観点で二つ目の基底を求め，同様に累積誤差に基
づいて ICA における二番目に重要な基底を選出する．これらの処理を繰り返すことで，原理的には入力画像に対




































職名： 准教授 氏名： 松田浩一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータシステム序論， ソフトウェア演習 A，システム演習 I，システム演習 II，メディアシステムゼミ A，

















1) 松田浩一, "Scratchを利用したゲーム作成宿題の導入とその効果", 日本図学会東北支部講演会, 2018.06. 
2) 高橋唯，松田浩一， "和太鼓における 3 段階動作の定量的分析に関する一検討"， 人工知能学会，身体知研
究会，第 26回研究会，SKL-26-03，pp. 7-12，2018.09. 
3) 松田浩一, "Scratch を利用したゲーム作成宿題の導入とその効果(2)", 日本図学会東北支部講演会, 
2019.01. 
4) 熊谷悠太，松田浩一， "重心移動訓練における苦手方向の可視化表現に関する一検討"，情報処理学会，第 81
回全国大会，2ZE-05，2019.03. 
5) 尾関 渓，松田浩一，"盛岡さんさ踊りにおける手の動きの柔らかさの定量的分析に関する一検討"， 情報処
理学会，第 81回全国大会，1ZH-05，2019.03. 
6) 畠山知希，松田浩一，井上研司， "センシングによるはさみ職人の研磨技能のコツの表出化に関する一検討
"， 情報処理学会，第 81回全国大会，2ZH-01，2019.03. 
(e) 研究費の獲得 
1) 松田浩一（研究代表者）, "郷土芸能伝承のための「技能」の質分析による「上手さ」の定量化に関する研究
", 科学研究費補助金 基盤研究(C), 課題番号 17K01087，2017～2019, 1,200,000円（2018年度）. 
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4) 塚田義典，窪田諭，山本雄平，田中成典，西藤怜：モバイルセンシングユニットを用いた 3 次元計測結果と
SLAMの適用結果との比較研究，土木情報学シンポジウム講演集，土木学会，Vol.43，pp.113-116，2018.9． 


























9) 分担研究者：レーザスキャナ搭載 UAV を用いた空間計測技術の高度化と実用化に向けた研究開発（日本学術
振興会 科学研究費助成事業 基盤研究（B） 
10) 分担研究者：ICT建機の施工履歴データを用いた 3次元モデルの生成・活用技術に関する研究（日本学術振興
会 科学研究費助成事業 基盤研究（C）） 
11) 共同研究者：建設ライフサイクルにおける構造物の特徴を考慮した点群データ管理の標準化手法の開発（日
本建設情報総合センター 社会基盤情報標準化委員会小委員会 活動支援金） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 【特許】共同出願者・発明者：地物管理システム（特願 2019-065920） 
2) 【特許】共同出願者・発明者：点群データ管理システム（特願 2019-065919） 
3) 【特許】共同発明者：道路維持管理システム，舗装種別判定装置，舗装劣化判定装置，修繕優先度判定装置，
道路維持管理方法，舗装種別判定方法，舗装劣化判定方法，修繕優先度判定方法（特願 2019-045206） 
4) 【特許】共同発明者：移動物追跡装置（特願 2018-233356号） 
5) 【特許】共同出願者・発明者：対象物認識装置（特願 2018-086120号） 
6) 【特許】共同出願者・発明者：対象物認識装置（特願 2018-083641号） 
7) 【受賞】総務省 5G利活用アイデアコンテスト 東北地方選抜 東北総合通信局長賞・最優秀賞，2018.12． 
8) 【受賞】総務省 5G利活用アイデアコンテスト 全国選抜 優秀賞賞，2019.01． 
9) 【報道】ビッグデータを活用した関係人口拡大プロジェクト 都市研究ワークショップ，岩手朝日テレビ・盛
岡タイムス・東海新報・岩手日報・岩手日日新聞，2018.9． 


















1) 国土交通省 i-Construction推進コンソーシアム 有識者委員 
2) 日本建設情報総合センター 道路分野における点群データの属性管理仕様の検討小委員会 委員 
3) ビッグデータを活用した関係人口拡大プロジェクト 都市研究ワークショップ（盛岡市，陸前高田市） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 建設コンサルタント会社 顧問 
2) ITコンサルティング会社 非常勤特別研究員 
(c) 一般教育 
1) 模擬講義：黒沢尻工業高等学校（2018年 4月） 
2) 模擬講義：青森県弘前南高校（2018年 6月） 
3) 模擬講義：神戸商業高校（2018年 6月） 
4) 模擬講義：神港橘高校（2018年 6月） 







1） 日本知能情報ファジィ学会 第 34回システムシンポジウム 企画セッション 共同主催・司会 
2） 土木学会土木情報学委員会 論文編集小委員会 委員 
(f) その他 
1) ブース出展：ジャパンドローン 2018（他大学・企業との共同出展） 















































菅原 瞬 点群データを用いた屋内位置測位技術の研究開発 
近年，位置情報を活用した案内サービスが日常生活に浸透している．屋内では，GNSSの電波
が届かないため，Wi-Fi，ビーコン，IMESを用いた測位手法が提案されているが，対象環境下





























































  該当なし 
 
  





1) 高橋唯，松田浩一， "和太鼓における 3 段階動作の定量的分析に関する一検討"， 人工知能学会，身体知研
究会，第 26回研究会，SKL-26-03，pp. 7-12，2018.09. 
2) 熊谷悠太，松田浩一， "重心移動訓練における苦手方向の可視化表現に関する一検討"，情報処理学会，第 81
回全国大会，2ZE-05，2019.03. 










する検討", 2018年画像符号化シンポジウム（PCSJ2018）, P-1-04, 2018.11. 
8) 富樫篤士, 亀田昌志,"独立成分分析の基底を用いた静止画像符号化における画質改善量の比較に基づく重要
な ICA基底の選出", 電子情報通信学会技術報告, IE2018-133, pp. 153-158, 2019.3. 
9) 池之上槙哉, 亀田昌志, 大崎真, 武田利明,"L*a*b*色空間の複数を用いた発赤の肉眼的所見に対応した客観
評価手法の検討", 情報処理学会第 81回全国大会, 7W-01, 2019.3. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 細越一希，新潟県除雪のアイデアコンテスト 優秀賞，2018.11. 
2) 細越一希，菊地成海，猿舘駿，高橋一稀，岩手県学生 IoTアイデアコンテスト 優秀賞，2018.12． 
3) 細越一希，Sigfoxで生活を楽しくする IoTアイデアコンテスト ファイナリスト選出，2018.12． 
4) 細越一希，岩手県立大学 学長奨励賞，2019.03． 















































 花卉販売を目的とした ガーデニングの印象評価に関する研究 
 難聴者向け生活音サポートシステムとその販売戦略に関する研究 





























1) Iwao Kobayashi, Kiwamu Sato, Nanami Chiba, Hiroshi Nunokawa, Takahiro Uchida, "Calibration-Free 
Eye-Tracking System in Education for Students with Severe Physical and Intellectual Disabilities",  
Proc. of 2018 IEEE International Conference on Teaching, Assessment, and Learning for Engineering 
(TALE), pp.765-767, December 2018 
2) Kazuya MATSUMURA，Hiroshi NUNOKAWA，Kiwamu SATO，"The Evaluation of Affective Impression of Social 
Reading System Using Others' Comments", Proc. of International Symposium on Affective Science and 
Engineering 2019(ISASE 2019)，Shinjuku, Japan, 17-19 March, 2019 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 岩渕裕史，布川博士，板垣良直，佐藤究，“花に関する購買志向の予備分析”，第 20 回日本感性工学会，E5-
01，2018． 
2) 布川博士，青木拓也，佐藤究：生活音支援システム普及過程の考察- 取材メモのテキストマイニングによる
予備実験，第 20 回日本感性工学会大会，講演論文集，2018 年 9 月 
3) 布川博士，佐藤究：園芸文化研究のための花壇模型の提案，日本感性工学日本感性工学会第 21 回大会，講演
論文集，2018 年 9 月． 
4) 山下 圏 ，佐藤 究 ，布川 博士 ，”メロディとの統合的な作詞を支援する協調作詞支援環境の提案”，情報処
理学会研究報告グループウェアとネットワークサービス（GN），2019-GN-106，pp.1-6，2019-01-17 
5) 布川, 高谷, 樋口, 佐藤：IT 企業に対して情報系大学生の持つ印象の予備調査 - 事業間の関連-，日本感性
工学会第 14 回大会予稿集,2019, Mar. 
6) 布川博士，青木拓也，佐藤究：ソフトウェア商品を対象にした取材メモのクラスタ間分析- 生活音支援シス
テムを事例に-，第 14 回日本感性工学会春季大会，講演論文集，2019 年 3 月 
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職名： 講師 氏名： 佐藤究 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 













1) Iwao Kobayashi, Kiwamu Sato, Nanami Chiba, Hiroshi Nunokawa, Takahiro Uchida, "Calibration-Free 
Eye-Tracking System in Education for Students with Severe Physical and Intellectual Disabilities",  
Proc. of 2018 IEEE International Conference on Teaching, Assessment, and Learning for Engineering 
(TALE), pp.765-767, December 2018 
2) Kazuya MATSUMURA，Hiroshi NUNOKAWA，Kiwamu SATO，"The Evaluation of Affective Impression of Social 
Reading System Using Others' Comments", Proc. of International Symposium on Affective Science and 
Engineering 2019(ISASE 2019)，Shinjuku, Japan, 17-19 March, 2019 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 岩渕裕史，布川博士，板垣良直，佐藤究，“花に関する購買志向の予備分析”，第 20 回日本感性工学会，E5-
01，2018． 
2) 布川博士，青木拓也，佐藤究：生活音支援システム普及過程の考察- 取材メモのテキストマイニングによる
予備実験，第 20 回日本感性工学会大会，講演論文集，2018 年 9 月 
3) 布川博士，佐藤究：園芸文化研究のための花壇模型の提案，日本感性工学日本感性工学会第 21 回大会，講演
論文集，2018 年 9 月． 
4) 山下 圏 ，佐藤 究 ，布川 博士 ，”メロディとの統合的な作詞を支援する協調作詞支援環境の提案”，情報処
理学会研究報告グループウェアとネットワークサービス（GN），2019-GN-106，pp.1-6，2019-01-17 
5) 布川, 高谷, 樋口, 佐藤：IT 企業に対して情報系大学生の持つ印象の予備調査 - 事業間の関連-，日本感性
工学会第 14 回大会予稿集,2019, Mar. 
6) 布川博士，青木拓也，佐藤究：ソフトウェア商品を対象にした取材メモのクラスタ間分析- 生活音支援シス






























1) 情報処理学会 教育学習支援情報システム研究会 運営委員 

















































1) 岩渕裕史，布川博士，板垣良直，佐藤究，“花に関する購買志向の予備分析”，第 20 回日本感性工学会，E5-
01，2018 
2) 山下 圏 ，佐藤 究 ，布川 博士 ，”メロディとの統合的な作詞を支援する協調作詞支援環境の提案”，情報処
理学会研究報告グループウェアとネットワークサービス（GN），2019-GN-106，pp.1-6，2019-01-17 
3) Kazuya MATSUMURA，Hiroshi NUNOKAWA，Kiwamu SATO，"The Evaluation of Affective Impression of Social 
Reading System Using Others' Comments", Proc. of International Symposium on Affective Science and 
2.16. 情報メディア学講座 
181 
Engineering 2019(ISASE 2019)，Shinjuku, Japan, 17-19 March, 2019 





















• CNN を用いた壁面画像からのクラックと壁以外の位置検出 
• YOLOを用いたドローン空撮画像からの着陸地点確認 
• 音声訳におけるリップノイズの自動識別 
• 音声中の検索語検出における N-gram Tree構造を用いた高速化手法の検討 













然言語処理,知能システム演習 I，知能システム演習 II，知能システムゼミ A，知能システムゼミ B，卒業研究・












1) Shi-wook Lee, Kazuyo Tanaka and Yoshiaki Itoh, “Empirical Analysis of Score Fusion Application 
to Combined Neural Networks for Open Vocabulary Spoken Term Detection,” , INTERSPEECH, pp. 2062-
2066, 2018-9, Hyderabad India, DOI: 10.21437. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 




3) 岩﨑 瑛太郎，小原 真人，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出における深層学習の事後確
率を用いたクエリの最尤系列化方式,” 日本音響学会秋季研究発表会，１-R-15，pp.993-996 (2018-9). 
4) 飯田 英仁，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “遠野物語方言音声の収録とその理解システムの検討,” 日本音
響学会秋季研究発表会，1-R-16，pp.997-998 (2018-9). 
5) 岩﨑 瑛太郎，川村 朋輝，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出における深層学習を用いた
最尤系列の最適化による検索精度の向上” 日本音響学会春季研究発表会，1-P-15，pp.935-938 (2019-3). 
6) 金子 大祐，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出におけるドキュメント最尤系列化と複数の
機械学習モデルによる検索時間・精度の改善,” 日本音響学会春季研究発表会，1-P-16，pp.939-942 (2019-3). 
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(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 平成 30～32 年 基盤研究 C 「方言音声のビデオアーカイブ化と方言音声理解のた
めの情報処理技術の確立」研究代表者として研究費 143万円×3 
2) 文部科学省科学研究費 平成 27～29年 基盤研究 C 「DNNを用いた音声による音声の検索の高精度・高速・
低資源システムの実現」研究代表者として研究費 143万円 

























1) 2010～2014年 音声ドキュメント処理ワーキンググループ副主査 
2) 平成 21年度～平成 26年度 日本音響学会東北支部会計幹事補佐，会計幹事, 庶務幹事補佐, 庶務幹事，監
査役 
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職名： 講師 氏名： 小嶋和徳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 


















3) 岩﨑 瑛太郎，小原 真人，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出における深層学習の事後確
率を用いたクエリの最尤系列化方式,” 日本音響学会秋季研究発表会，１-R-15，pp.993-996 (2018-9). 
4) 飯田 英仁，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “遠野物語方言音声の収録とその理解システムの検討,” 日本音
響学会秋季研究発表会，1-R-16，pp.997-998 (2018-9). 
5) 岩﨑 瑛太郎，川村 朋輝，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出における深層学習を用いた
最尤系列の最適化による検索精度の向上” 日本音響学会春季研究発表会，1-P-15，pp.935-938 (2019-3). 
6) 金子 大祐，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出におけるドキュメント最尤系列化と複数の
機械学習モデルによる検索時間・精度の改善,” 日本音響学会春季研究発表会，1-P-16，pp.939-942 (2019-3). 
(e) 研究費の獲得 













































赤間 由佳里 SE-AlexNetを用いた野鳥識別手法の検討 
本研究では，深層学習を用いた野鳥識別に関して，先行研究で用いられたモデルに対して
Squeeze-and-Excitation Networks (SENet) を導入し，さらに適切な学習画像拡張数を考察
することで野鳥画像の更なる識別率向上を図る． 





















を SVM(Support Vector Machine)を用いた手法を検討する． 
横田 平志 音声中の検索語検出における N-gram Tree構造を用いた高速化手法の検討 
本研究では，Suffix Treeの根の深さを一定にし，音声データのサブワード系列を N-gramと
して抽出し，サブワード N-gramの Suffix Arrayを作成し，Tree化 (N-gram Tree)すること
で単純な処理で探索可能な高速検索手法を提案する． 

































3) 岩﨑 瑛太郎，小原 真人，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出における深層学習の事後
確率を用いたクエリの最尤系列化方式,” 日本音響学会秋季研究発表会，１-R-15，pp.993-996 (2018-9). 
4) 飯田 英仁，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “遠野物語方言音声の収録とその理解システムの検討,” 日本
音響学会秋季研究発表会，1-R-16，pp.997-998 (2018-9). 
5) 岩﨑 瑛太郎，川村 朋輝，小嶋 和徳，李 時旭，伊藤 慶明, “音声中の検索語検出における深層学習を用い
た最尤系列の最適化による検索精度の向上” 日本音響学会春季研究発表会，1-P-15，pp.935-938 (2019-3). 





















































1) Weilun Wang, Goutam Chakraborty, "Probes Minimization Still Maintaining High Accuracy to Classify 
Target stimuli P300," International Journal of High Performance Computing and Networking, (Accepted 
Nov, 2018), Inderscience Publishers. 
2) Goutam Chakraborty, Takuya Kamiyama, Hideyuki Takahashi, and Tetsuo Kinoshita, "An Efficient 
Anomaly Detection in Quasi-Periodic Time Series Data—A Case Study with ECG," Time Series Analysis 
and Forcasting, Contribution to Statistics, (Selected Contributions from ITISE 2017), pp: 147-157, 
Springer Nature, ISSN 1431-1968, 2018. 
3) Shin-Fu Chen, Goutam Charkraborty 1  and Li-Hua Li, "Prediction of Credit Risk for P2P Lending 
Using Logistic Regression," An extended version of JSAI2018 conference publication is accepted for 
Springer LNAI. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Hiroyuki Abe, Masafumi Matsuhara, Goutam Chakraborty and Hiroshi Mabuchi, "Topic-Aware Automatic 
Snippet Generation for Resolving Multiple Meaning on Web Search Result," IEEE International 
Conference on on Awareness Science and Technology (iCAST2018), pp. 133-138, September 2018, 
Fukuoka,Japan. 
2) Shin-Fu Chen, Goutam Charkaborty, Li-Hua Li,"Credit risk assessment using regression model on P2P 
lending," International conference on Advance Information Technology, 29-30 March, Taichung, 
Taiwan. 
3) Yu-Ching Lu, Goutam Chakraborty, "An Efficient Graph Clustering Algorithm Using Multiobjective 
Pareto Optimization," Advance Information Technology, 29-30 March, Taichung, Taiwan. 
4) Yu-Ching Lu, Erika Sawada, Goutam Chakraborty, "Earthquake Aftershock Prediction Based Solely on 
Seismograph Data," IEEE International conference on Big Data and Smart Computing, 27 Feb. - 2 
Mar.2018, Kyoto, Japan. 
5) Arnab Kumar Ghoshal, Nabanita Das, Subhasis Bhattacharjee, and Goutam Chakraborty, "A Fast Parallel 
Journal of Faculty of Software and Information Sciences, Vol.15 
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Genetic Algorithm Based Approach for Community Detection in Large Networks," 11th. International 
Conference on COMmunication Systems & NETworkS (COMSNETS2019), 7-11 January, Bengaluru, India. 
6) Wan-Ting Chien, Goutam Chakraborty, Long-Sheng Chen, "Identifying important factors affecting O2O 
customers trust from textual reviews," IEEE 9th International Conference on Awareness Science and 
Technology (iCAST2018), pp. 117-121, September 2018, Fukuoka,Japan. 
7) Goutam Chakraborty1, Emiko Ikeda, Hideyuki Takahashi, Tetsuo Kinoshita, Cedric Bornand, "Proposal 
of a Cheap Pulse Wave Velocity (PWV) Meter Using Photoplethysmography," 12th International 
Conference on Sensing Technology (ICST 2018),IEEE Explore,pp., 3-6 December, Limerick, Ireland. 
8) Shin-Fu Chen, Goutam Charkraborty 1  and Li-Hua Li, "Prediction of Credit Risk for P2P Lending 
Using Logistic Regression," International Conference of Japan Society of Artificial Interlligence, 
October 2018, Japan. 
9) Weilun Wang, Goutam Chakraborty,"Selection of P300 Event Related Potential of EEG According to 
Amplitude of Signal for Effective Classification," Proceedings of 21st. Meeting on Image 
Recognition and Understanding (MIRU 2018),5-8 August, Hokkaido, Japan. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) Tzu-Hsuan Lin，Goutam Chakraborty，Hung-Chi Chu："SDN-enabled Delay-sensitive Service Scheduling 
Algorithm" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 2F14, September 2018. 
2) 王 偉倫，Chakraborty Goutam："Detection of Event Related Potential P300 Based on Signal Amplitude 
Analysis" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 2F10, September 2018. 
3) Wan-Ting Chein，Goutam Chakraborty："Find the Important Factors that Affect Customers’ Trust and 
Preferences for Selecting A Restaurant" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G11, September 
2018. 
4) Shin-Fu Chen，Goutam Chakraborty："Credit Risk Prediction on P2P Lending using Machine Learning" 
平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F19, September 2018. 
5) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："状況に即した返信文候補提示手法における再クラス
タリングの有効性について" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I08, September 2018. 
6) 奥出悠騎，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："word2vecを用いた顔文字感情分析手法の提案" 平成
30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I07, September 2018. 
7) 松原雅文，小峯穂香，Goutam Chakraborty，馬淵浩司：”個人に合わせた書籍における重要箇所抽出手法の提
案” 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I11, September 2018. 
8) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："状況に即した返信文候補提示手法における単語被覆
率の適用" 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-08, 福岡大学 七隈キャンパス, March 2019. 
9) 奥出悠騎，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："word2vecを用いた顔文字感情分析手法におけるクラ
スタリングの有効性" 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-01, 福岡大学 七隈キャンパス, March 2019.（全
国大会学生奨励賞受賞） 
(e) 研究費の獲得 
1) i-MOS の課題：平成 27 年－29 年．課題名：生体信号および環境信号を統合した知的安全運転支援システム
(研究代表者) 
























1) 二週間の特別講義 - 期間: 8 月 28 日から 9 月 8 日まで，題名: From Data to Knowledge: State-of-the-




1) Key note speeches 
Title: Paradigm Shift of Data Mining – from Analysis of Contents to Relations between Data Units 
Conference: International Conference on Data Mining Applications: Bioinformatics and Medical 
Informatics (DBMI), 26-29 October, 2018, Cheongju, South Korea. 
Title: An Intelligent Route Recommendation System That is Robust to Emergency Situations and 
Supports User's Intention Conference: International Conference on Frontiers of Operations Research 
and Business Studies (FORBS 2018) 11-13 October, 2018, India. 
FITAT 2018, Hong Kong, June, 2018. 
2) Invited talk: Title: Bio-signal processing for Medical Diagnosis Conference: IEICE Workshop on 
Medical Image, 24 July, 2018.Morioka, Japan. 
3) Panelist: IEEE ANTS 2018, December 
4) Editorial tasks: editor, reviewer 
Editor: Journal of intelligent sensors, 
Editor: Computer Science and Information System, A Technical Transaction of Cracow Uni. of 
Technology, Poland. 
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Editor: International Journal of Information Technology, Communications and Convergence (IJITCC), 
Steering Committee member, IEEE tran. On affective computing 
5) Conference Organization, Committee member: 
iCAST 2018 Steering chair 
ANTS ph.d. forum chair 
Organized Special Session on “Intelligent and Contextual Systems”in the 11th Asian Conference 
on Intelligent Information and Database Systems (ACIIDS 2019), Yogyakarta,Indonesia. 
Organized “Human Awareness Computing: Computational Awareness”in the IEEE SMC 2018, Miyazaki, 
Japan. 
Advisory chair - FITAT International Conference of Frontiers of Information Technology, Application 





The research work done during the year 2017 are the following: 
(1) Clustering of multivariate time series - experiments with EEG signals towards identifying P300 
event related potential. 
(2) Collection and analysis of electro encephalogram signals, and their analysis with a goal to design 
an efficient and accurate individualistic BCI system. 
(3) Analysis of pulse data collected by Photoplethysmography sensors placed at arm and knee, and 
calculate 
Pulse Wave Velocity. The system is a cheaper and smaller implementation of what is used in hospitals. 
(4) Collection of bio-signals while driving, to estimate reflex delay. 
(5) Prediction of aftershocks following a big earthquake. 
(6) Clustering of small world network graphs, and finding the central nodes in different clusters. 
(7) Using Deep Neural network and human peripheral vision to search object from complex image. 
  By complex image we mean, image which is cluttered with objects similar to what we need to detect. 
List of published works during year 2018 are given below. For details of the publications please visit 
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1) Hiroyuki Abe, Masafumi Matsuhara, Goutam Chakraborty, and Hiroshi Mabuchi: Topic-Aware Automatic 
Snippet Generation for Resolving Multiple Meaning on Web Search Resuly, The 9th IEEE International 
Conference on Awareness Science and Technology (iCAST 2018), Fukuoka, Japan, pp.133--138 (2018年
9月) 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 松原雅文, 小峯穂香, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司: 個人に合わせた書籍における重要箇所抽出手法の提
案, 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I11 (2018年 9月) 
2) 奥出悠騎, 松原雅文, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司: Word2vecを用いた顔文字感情分析手法の提案, 平成
30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I07 (2018年 9月) 
3) 渡辺紀文, 松原雅文, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司: 状況に即した返信文候補提示手法における再クラス
タリングの有効性について, 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I08 (2018年 9月) 
4) 山田敬三,馬淵浩司: 等価変換モデルにおける情報付き変数を用いた制約充足問題としてのクロスワードパ
ズルの効率的な解法, 平成 30 年度 情報処理学会東北支部研究会，資料番号 2018-3-03，7 ページ，岩手大
学 (2018年 12月) 
5) 奥出悠騎, 松原雅文, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司: word2vecを用いた顔文字感情分析手法におけるクラ
スタリングの有効性, 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-01, 福岡大学 (2019年 3月) 
6) 渡辺紀文, 松原雅文, Goutam Chakraborty, 馬淵浩司: 状況に即した返信文候補提示手法における単語被覆
率の適用, 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-08, 福岡大学 (2019年 3月) 
(e) 研究費の獲得 
1) 岩手県立大学 全学競争研究費（研究分担者）ドローン自動巡回監視システムと人工知能を組み合わせた知























1) 一般社団法人 日本ドローン協会 理事補佐 
(c) 一般教育 








































1) Hiroyuki Abe, Masafumi Matsuhara, Goutam Chakraborty and Hiroshi Mabuchi: "Topic-Aware Automatic 
Snippet Generation for Resolving Multiple Meaning on Web Search Result" The 9th IEEE International 
Conference on Awareness Science and Technology (iCAST 2018), September 19 - 21, 2018, Fukuoka, 
Japan, pp.133-138. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 奥出悠騎，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司：”word2vec を用いた顔文字感情分析手法の提案” 平
成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I07, September 2018. 
2) 渡辺紀文，松原雅文，Chakraborty Goutam，馬淵浩司：”状況に即した返信文候補提示手法における再クラス
タリングの有効性について” 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I08, September 2018. 
3) 松原雅文，小峯穂香，Goutam Chakraborty，馬淵浩司：”個人に合わせた書籍における重要箇所抽出手法の提
案” 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I11, September 2018. 
4) 奥出悠騎，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司：”word2vecを用いた顔文字感情分析手法におけるク
ラスタリングの有効性” 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-01, 福岡大学 七隈キャンパス, March 2019.
（全国大会学生奨励賞受賞） 
5) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司：”状況に即した返信文候補提示手法における単語被覆






































In recent years, the amount of information on the Web is growing exponentially with the spread of the 
Internet. We generally use search engines to search for the intended information. However, the search 
engine displays the Web pages including the entered search query in list format. It is difficult for 
the user to find out the intended information if the entered search query is a word whose meaning 
depends on the situation and location of the user. It needs the intended information to the multiple 
hidden topics. In this research, we classify Web search results based on each topic. The topic is 
defined as the latent meaning, and the contents included in the word. Moreover, our method displays 
automatically generated snippets for each topic with the Web search results to the user. It is easy 
to find required information from snippets, even though the intended information is ambiguous. It 
first classifies the Web search results by Latent Dirichlet Allocation (LDA) which is a major topic 
model method. It then generates the snippets using Conditional Variational AutoEncoder (Conditional 
VAE) based on the clustering of We search results. It is expected that using LDA for the clustering 
will group the Web search result according to the latent meanings of the search query. Also, we expect 
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that proper snippets will be generated for each topic by Conditional VAE. In this paper, we show that 
LDA is effective for the clustering of Web search results. Moreover, the snippets generated by 
Conditional VAE is able to generate sentences considered each topic. 


































































































からスニペットを生成する．クラスタリングでは Latent Dirichlet Allocation（LDA）を採
用して実験を行ったところ，高い精度で Web 文書の分類をすることができた．また，求めた
クラスタのスニペットを生成する実験では Conditional VAE を採用し，実験結果から概ね






High risk borrowers can’t match with risk-seeking lenders. P2P lending platform 
provide a place let all kind lenders and borrowers match to each other. There are 
two issues we should consider: 1.Too many features can be computationally costly to 
train machine learning model. 2.Another issues is that credit risk is not only 
consider about default or not, we should also consider about profit. A regression 
model was used in this study to establish a credit scoring system. We compared 
different regression model, and establish a threshold to suggest whether the 
investment can be accepted or not. In our new experiment, if we used Net Return 
Rate as our label to training regression model, we don’t need to balance data, and 
can get more precise result at credit risk. The results showed that mRMR can 





Several decades ago, the brainwave called Event Related Potential (ERP) became 
popular. ERP-P300 is defined by Sutton in 1964. When a person encounter a low 
probability event, his brain will generate a P300 signal with a larger amplitude 
than high probability event. In order to input text, there are some problems that 
is not all location on the scalp generate strong P300. So, we need to collect data 
from the whole scalp and select the most effective locations. Our target has two 
goals. One is minimizing the number of electrodes, and the other is improving the 
accuracy. In the most recent research, Horie selected only 2 or 3 probes and achieved 
75% accuracy on an average. But Horie's works cannot get the actual ERP-P300 
amplitude. Therefore, we delete those probes generating unstable signals. Then, we 
use the algorithm proposed in this work to get the correct  Amplitude. Last, we 
select the most effective probes. As a result we achieved over 81% accuracy of 
classification on an average with 3 probes using only one pair of target stimuli 
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With the rapid spread of online shopping, as well as communication environment 
facilitated by social networks (SNS) like tweeter and FaceBook, textual comments on 
items on the internet greatly influences the sale of a product. As it is difficult 
to physically evaluate, potential customers are largely influenced by commercials 
and customers' reviews. It is therefore important to analyze which words in the 
comment are effective to produce a positive sentiment and which are responsible for 
negative sentiment. We collected data set of comments. It is an imbalanced data, 
consisting of more comments with positive sentiment compared to negative ones. We 
also used an archive of positive sentiment words and negative sentiment words for 
classification features. Part of the comment data was used for training the 
classifier, and the rest for testing and validation. In our previous work, we 
proposed a heuristic algorithm to create features for a comment, and classify. The 
classification accuracy was not high. In this work, we balanced the data, and 
perform feature selection using LASSO. With these steps, the classification 




The network administrator determines the priority and the proportion of network 
resource allocation of the service. When the controller begins to detect that 
traffic affects overall network performance, and then it will trigger the traffic 
control mechanism. If the bandwidth is match, the data is transferred. If the 
bandwidth is not match, choose to deny service (If demand exceeds the maximum 
bandwidth.) or adjust the service allocation. We also did some simulation 
experiments. In the SDN architecture, the routing algorithm is not a problem. So in 
our research we want to focus on the real-time task scheduling method. Most of the 
current research on task scheduling methods is based on knowing the entire task in 
advance. But in the real world, we don’t know the whole task in advance. So it’s 
importance to do the dynamic analysis. Our proposed algorithm will calculate the 
maximum number of services that could be completed in heavily loaded network. The 
algorithm improves service completion rate by identifying and dropping service that 
cannot be completed. 
 







1) Tzu-Hsuan Lin，Goutam Chakraborty，Hung-Chi Chu："SDN-enabled Delay-sensitive Service Scheduling 
Algorithm" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 2F14, September 2018. 
2) 王 偉倫，Chakraborty Goutam："Detection of Event Related Potential P300 Based on Signal Amplitude 
Analysis" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 2F10, September 2018. 
3) Wan-Ting Chein，Goutam Chakraborty："Find the Important Factors that Affect Customers’ Trust and 
Preferences for Selecting A Restaurant" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1G11, September 
2018. 
4) Shin-Fu Chen，Goutam Chakraborty："Credit Risk Prediction on P2P Lending using Machine Learning" 
平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1F19, September 2018. 
5) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："状況に即した返信文候補提示手法における再クラス
タリングの有効性について" 平成 30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I08, September 2018. 
6) 奥出悠騎，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："word2vecを用いた顔文字感情分析手法の提案" 平成
30年度電気関係学会東北支部連合大会, 1I07, September 2018. 
7) Wan-Ting Chien, Goutam Chakraborty and Long-Sheng Chen："Identifying important factors affecting 
O2O customers trust from textual reviews" The 9th IEEE International Conference on Awareness 
Science and Technology (iCAST 2018), September 19 - 21, 2018, Fukuoka, Japan, pp.117-121. 
8) Hiroyuki Abe, Masafumi Matsuhara, Goutam Chakraborty and Hiroshi Mabuchi："Topic-Aware Automatic 
Snippet Generation for Resolving Multiple Meaning on Web Search Result" The 9th IEEE International 
Conference on Awareness Science and Technology (iCAST 2018), September 19 - 21, 2018, Fukuoka, 
Japan, pp.133-138. 
9) 渡辺紀文，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："状況に即した返信文候補提示手法における単語被覆
率の適用" 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-08, 福岡大学 七隈キャンパス, March 2019. 
10) 奥出悠騎，松原雅文，Goutam Chakraborty，馬淵浩司："word2vecを用いた顔文字感情分析手法におけるクラ




スタリングの有効性" 情報処理学会 第 81回全国大会, 6Q-01, 福岡大学 七隈キャンパス, March 2019.（全
国大会学生奨励賞受賞） 
2.18.4. その他の活動 
Invited talk on 6th August, 2018. 


























• Reasoning aspects on VDS: Virtual Doctor System: for Mental Health analysis in Natural Disasters 
• メンタルクローニングを用いた高齢化社会における交通事故防止システムの構築に関する研究 
• Granules of Services in Cloud Semantics based on Knowledge Acquisition from Big Data 
“bigdata@people.in.clouds”  
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1) Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma, “New Trends in Intelligent Software Methodologies,” 
Tools and Techniques - Proceedings of the 17th International Conference SoMeT_18, Granada, Spain, 
26-28 September 2018. Frontiers in Artificial Intelligence and Applications 303, IOS Press 2018, 
ISBN 978-1-61499-899-0, https://www.iospress.nl/book/new-trends-in-intelligent-software-
methodologies-tools-and-techniques-2/. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文(平成 30年 3月～平成 29年 4月の順) 
1) Taotao Lai, Riqing Chen, Changcai Yang, Qiming Li, Hamido Fujita, Alireza Sadri, and Hanzi Wang, 
“Efficient Robust Model Fitting for Multi-Structure Data Using Global Greedy Search,” IEEE 
TRANSACTIONS ON CYBERNETICS, 2019 in press, https://doi.org/10.1109/TCYB.2019.2900096. 
2) Shu Wang, Tianrui Li, Chuan Luo, Hongmei Chen, Hamido Fujita, “Domain-wise approaches for 
updating approximations with multi-dimensional variation of ordered information systems,” 
Information Sciences, Volume 478, April 2019, Pages 100-124 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025518309010. 
3) Jiang Zhaoa, Yitian Xu, Hamido Fujita, “An improved non-parallel Universum support vector 
machine and its safe sample screening rule,” Knowledge-Based Systems, Volume 170, 15 April 
2019, Pages 79-88 https://doi.org/10.1016/j.knosys.2019.01.031. 
4) Xing Wu, Shuji Dai, Yike Guo, Hamido Fujita, “A machine learning attack against variable-length 
Chinese character CAPTCHAs,” Applied Intelligence, April 2019, Volume 49, Issue 4, pp 1548–
1565, https://doi.org/10.1007/s10489-018-1342-8. 
5) Hamido Fujita, Angelo Gaeta, Vincenzo Loia, Francesco Orciuoli, “Improving awareness in early 
stages of security analysis: A zone partition method based on GrC,”  Applied Intelligence, 
Springer，March 2019, Volume 49, Issue 3, pp 1063–1077  https://doi.org/10.1007/s10489-018-
1315-y. 
6) Xiaoyang Zhou, Liqin Wang, Huchang Liao, Shouyang Wang, Benjamin Lev, Hamido Fujita, “A prospect 
theory-based group decision approach considering consensus for portfolio selection with hesitant 
fuzzy information,” Knowledge-Based Systems, Volume 168, 15 March 2019, Pages 28-38 
https://doi.org/10.1016/j.knosys.2018.12.029. 
7) Fanyong Meng, Jie Tang, Hamido Fujita, “Linguistic intuitionistic fuzzy preference relations 
and their application to multi-criteria decision making,” Information Fusion, Volume 46, March 
2019, Pages 77-90 https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1566253517306802. 
8) Xiujuan Lei, Xiaoqin Yang, Hamido Fujita, “Random Walk based Method to Identify Essential Proteins 
by Integrating Network Topology and Biological Characteristics,” Knowledge-Based System, Volume 
167, 1 March 2019, Pages 53-67. https://doi.org/10.1016/j.knosys.2019.01.012. 
9) Feng Feng, Hamido Fujita, Muhammad Irfan Ali, Ronald R. Yager, and Xiaoyan Liu, “Another View 
on Generalized Intuitionistic Fuzzy Soft Sets and Related Multiattribute Decision Making 
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Methods,” IEEE Transaction on Fuzzy Systems, Volume 27, Issue 3, March 
2019,  https://ieeexplore.ieee.org/abstract/document/8423073, 
https://doi.org/10.1109/TFUZZ.2018.2860967. 
10) Chuan Luo, Tianrui Li, Yanyong Huang, Hamido Fujita, “Updating three-way decisions in 
incomplete multi-scale information systems,” Information Sciences, Volume 476, February 2019, 
Pages 274-289, https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025518308089. 
11) Dejian Yu, Zeshui Xu, Hamido Fujita, “Bibliometric analysis on the evolution of applied 
intelligence,” Applied Intelligence, (Springer). February 2019, Volume 49, Issue 2, pp 449–462, 
https://link.springer.com/epdf/10.1007/s10489-018-1278-z. 
12) Feng Feng; Meiqi Liang; Hamido Fujita; Ronald R. Yager; Xiaoyan Liu, “Lexicographic Orders of 
Intuitionistic Fuzzy Values and Their Relationships,” Mathematics Feb 2019, Volume 7, Issue 2, 
166, open-access, http://www.mdpi.com/2227-7390/7/2/166/pdf. 
13) Xin Yanga,Tianrui Li, Hamido Fujita, Dun Liu , “A sequential three-way approach to multi-class 
decision,” International Journal of Approximate Reasoning, Volume 104, January 2019, Pages 108-
125, https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0888613X18301762. 
14) Yang Yang, Xuezheng Chen, Jing Gu, Hamido Fujita, “Alleviating Financing Constraints of SMEs 
Through Supply Chain,” Sustainability, open access, MDPI, 2019, 11, issue 3, 673, 
http://www.mdpi.com/2071-1050/11/3/673/pdf. 
15) Marco Pota, Fiammetta Marulli, Massimo Esposito, Giuseppe De Pietro, Hamido Fujita, 
“Multilingual POS tagging by a composite deep architecture based on character-level features 
and on-the-fly enriched Word Embeddings,” Knowledge-Based Systems, Volume 164, 15 January 
2019, Pages 309-323. https://doi.org/10.1016/j.knosys.2018.11.003. 
16) U Rajendra Acharya, Hamido Fujita, and other 5 authors, “Deep Convolutional Neural Network for 
the Automated Diagnosis of Congestive Heart Failure Using ECG Signals,” Applied Intelligence, 
Springer January 2019, Volume 49, Issue 1, pp 16–27, https://doi.org/10.1007/s10489-018-1179-1. 
17) Xing Wu, Zhikang Du, Yike Guo, Hamido Fujita “Hierarchical Attention based Long Short-Term 
Memory for Chinese Lyric Generation,” Applied Intelligence, January 2019, Volume 49, Issue 1, 
pp. 44–52, https://doi.org/10.1007/s10489-018-1206-2. 
18) Le Hoang Son, Hamido Fujita, “Neural-fuzzy with representative sets for prediction of student 
performance,” Applied Intelligence Journal, Springer, January 2019, Volume 49, Issue 1, pp. 
172–187, http://link.springer.com/article/10.1007/s10489-018-1262-7. 
19) Jian Wu, Qi Sun, Hamido Fujita, Francisco Chiclana, “An attitudinal consensus degree to control 
feedback mechanism in group decision making with different adjustment cost,” Knowledge-Based 
Systems, Volume 164, 15 January 2019, Pages 265-273, 
https://doi.org/10.1016/j.knosys.2018.10.042.  
20) Hao Wang, Yan Yang, Bing Liu, Hamido Fujita “A Study of Graph-based System for Multi-view 
Clustering,” Knowledge-Based Systems, Volume 163, 1 January 2019, Pages 1009-1019. 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705118305082. 
21) Yiling Zhang, Yan Yang, Tianrui Li, Hamido Fujita, “A multitask multiview clustering algorithm 
in heterogeneous situations based on LLE and LE,” Knowledge-Based Systems, Volume 163, 1 
January 2019, Pages 776-786, https://doi.org/10.1016/j.knosys.2018.10.001.  
22) Lu Zhao, Yonghua Zhou, Huapu Lu, Hamido Fujita, “Parallel computing method of deep belief 
networks and its application to traffic flow prediction,” Knowledge-Based Systems, Volume 
163, 1 January 2019, Pages 972-987, 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705118305112. 
23) Xiaoli Tian, Zeshui Xu, Hamido Fujita, “Sequential Funding the Venture Project or not? A 
Prospect Consensus Process with Probabilistic Hesitant Fuzzy Preference Information”, 
Knowledge-Based Systems, Volume 161, 1 December 2018, Pages 172-184, 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705118303988. 
24) Yucheng Dong, Quanbo Zha, Hengjie Zhang, Gang Kou, Hamido Fujita, Francisco Chiclana, Enrique 
Herrera-Viedma, “Consensus Reaching in Social Network Group Decision Making: Research Paradigms 
and Challenges,” Knowledge-Based Systems, Volume 162, 15 December 2018, Pages 3-13, 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705118303290. 
25) Guangming Lang, Mingjie Cai, Hamido Fujita, Qimei Xiao “Related families-based attribute 
reduction of dynamic covering decision information systems,” Knowledge-Based Systems, Volume 
162, 15 December 2018, Pages 161-173, https://doi.org/10.1016/j.knosys.2018.05.019. 
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26) Yanyong Huang, Tianrui Li, Chuan Luo, Hamido Fujita, Shi-Jinn Horng, “Dynamic Fusion of Multi-
source Interval-valued Data by Fuzzy Granulation,” IEEE Transactions on Fuzzy Systems, Vol.26 
issue.6, Dec. 2018, pp.3403-3417, https://doi.org/10.1109/TFUZZ.2018.2832608. 
27) Oliver Faust, Alex Shenfield, Murtadha Kareem, Tan Ru San, Hamido Fujita, U Rajendra Acharya, 
Deng “Automated Detection Of Atrial Fibrillation Using Long Short-Term Memory Network With RR 
Interval Signals,” Journal: Computers in Biology and Medicine Volume 102, 1 November 2018, 
Pages 327-335, https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0010482518301847. 
28) Taotao Lai; Hamido Fujita; Changcai Yang; Qiming Li; Riqing Chen, “Robust Model Fitting Based on 
Greedy Search and Specified Inlier Threshold,” IEEE Transactions on Industrial Electronics, 
https://doi.org/10.1109/TIE.2018.2881950, November 2018. 
29) Yuki Hagiwara, Hamido Fujita, Shu Lih Oh, Jen HongTan, Ru SanTan, Edward JCiaccio, U Rajendra 
Acharya, “Computer-Aided Diagnosis of Atrial Fibrillation based on ECG Signals: A Review,” 
Information Sciences, Volume 467, October 2018, Pages 99-114, 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025518305917. 
30) Yunge Jing, Tianrui Li, Hamido Fujita, Baoli Wang, Ni Cheng, “An incremental attribute 
reduction method for dynamic data mining,” Information Sciences, Volume 465, October 2018, 
Pages 202-218, https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S002002551830519X. 
31) Youcef Djenouri, Asma Belhadi, Philippe Fournier-Vigerd, Hamido Fujita, “Mining diversified 
association rules in big datasets: A cluster/GPU/genetic approach,” Information Sciences, 
Volume 459, August 2018, Pages 117-134, 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025518303980. 
32) Zhinan Hao, Zeshui Xu, Hua Zhao, Hamido Fujita, “A Dynamic Weight Determination Approach Based 
on the Intuitionistic Fuzzy Bayesian Network and Its Application to Emergency Decision Making,”  
IEEE Transaction on Fuzzy Systems, Volume 26, Issue 4, Aug. 2018, Pages 1893-1907,  
https://ieeexplore.ieee.org/document/8047330/. 
33) Hossam Faris, Majdi M. Mafarja, Ali Asghar Heidari, Ibrahim Aljarah, Ala’ M. Al-Zoubia, 
Seyedali Mirjalilid, Hamido Fujita “An Efficient Binary Salp Swarm Algorithm with Crossover 
Scheme for Feature Selection Problems,” Knowledge-Based Systems, Volume 154, 15 August 2018, 
Pages 43-67, https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950705118302132.  
34) N. Capuano, F. Chiclana, E. Herrera-Viedma, Hamido Fujita, and Vincenzo Loia, “Fuzzy Rankings 
for Preferences Modeling in Group Decision Making,” International Journal of Intelligent 
Systems, Volume33, Issue7, July 2018, Pages 1555-1570, https://doi.org/10.1002/int.21997. 
35) Huchang Liao, Guangsen Si, Zeshui Xu, and Hamido Fujita, “Hesitant Fuzzy Linguistic Preference 
Utility Set and Its Application in Selection of Fire Rescue Plans,” International Journal of 
Environmental Research and Public Health, 2018, 15(4), 664, http://www.mdpi.com/1660-
4601/15/4/664. 
36) Nicola Capuano, Francisco Chiclana, Hamido Fujita, Enrique Herrera-Viedma, Vincenzo Loia, 
“Fuzzy Group Decision Making with Incomplete Information Guided by Social Influence”, IEEE 
Transaction on Fuzzy Systems, Volume 26, Issue 3, June 2018, pp. 1704-1718, 
https://ieeexplore.ieee.org/document/8016383/, https://doi.org/10.1109/TFUZZ.2017.2744605,  
37) U Raghavendra, Hamido Fujita, Sulatha V Bhandary, Anjan Gudigar, Jen Hong Tan, U Rajendra 
Acharya, “Deep Convolution Neural Network for Accurate Diagnosis of Glaucoma Using Digital 
Fundus Images, Information Sciences,“ Volume 441, May 2018, Pages 41-49, 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025518300744. 
38) Gajo Petrovic, Hamido Fujita, “SpringBoard: game-agnostic tool for scenario editing with meta-
programming support”, Applied Intelligence, Springer, May 2018, Volume 48, Issue 5, pp 1161–
1175, https://link.springer.com/article/10.1007/s10489-017-1069-y,  
https://doi.org/10.1007/s10489-017-1069-y. 
39) Orestes Appel, Francisco Chiclana, Jenny Carter, Hamido Fujita, “Successes and challenges in 
developing a hybrid approach to sentiment analysis”, Applied Intelligence, Springer, May 
2018, Volume 48, Issue 5, pp 1176–1188, https://link.springer.com/article/10.1007/s10489-
017-0966-4. 
40) J. Bernabe-Moreno, A. Tejeda-Lorente, C. Porcel, H. Fujita, E. Herrera-Viedma, ”Quantifying the 
emotional impact of events on locations with Social Media” Knowledge-Based Systems, Volume 




41) Zeng Yua, Tianrui Li, Guangchun Luo, Hamido Fujita, Ning Yu, Yi Pan, “Convolutional networks 
with cross-layer neurons for image recognition,” Information Sciences, Volumes 433–434, April 
2018, Pages 241–254, http://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0020025517311659.  
42) Gan, Wensheng; Lin, Chun-Wei; Fournier-Viger, Philippe; Chao, Han-Chieh; Hong, Tzung-Pei; 
Fujita, Hamido, “A Survey of Incremental High-Utility Itemset Mining, " Wiley Interdisciplinary 
Reviews: Data Mining and Knowledge Discovery (journal), DOI: 10.1002/widm.1242, Vol.8, Issue 2, 
March/April 2018, http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/widm.1242/abstract. 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) U. Raghavendra, Anjan Gudigar, Tejaswi N. Rao, Hamido Fujita, U. Rajendra Acharya: Automated 
Detection of Lung Nodules Using HOG Technique with Chest X-Ray Images. SoMeT 2018: 1018-1026 
Granada, Spain, 26-28 September 2018. Frontiers in Artificial Intelligence and Applications 303, 
IOS Press 2018, ISBN 978-1-61499-899-0  
2) Lim Kok Cheng, Ali Selamat, Mohd Hazli Mohamed Zabil, Md. Hafiz Selamat, Rose Alinda Alias, 
Fatimah Puteh, Farhan Mohamed, Ondrej Krejcar, Enrique Herrera-Viedma, Hamido Fujita: 
Feasibility Comparison of HAC Algorithm on Usability Performance and Self-Reported Metric 
Features for MAR Learning. SoMeT 2018: 896-910 
3) Toshitaka Hayashi, Hamido Fujita: Sentence-Level Sentiment Analysis Using Feature Vectors from 
Word Embeddings. SoMeT 2018: 749-758 
4) Kotaro Ambai, Hamido Fujita: MNDO: Multivariate Normal Distribution Based Over-Sampling for 
Binary Classification. SoMeT 2018: 425-438 
5) Hamido Fujita: Challenges on Data Analytics for Risk Predictions Based on Deep and Ensemble 
Learning. SACI 2018: 13-14 
6) Hamido Fujita, Yu-Chien Ko: Subjective Analysis of Price Herd Using Dominance Rough Set 
Induction: Case Study of Solar Companies. IJCSR 2018: 1-12 
7) Philippe Fournier-Viger, Yimin Zhang, Jerry Chun-Wei Lin, Hamido Fujita, Yun Sing Koh: Mining 
Local High Utility Itemsets. DEXA (2) 2018: 450-460 
8) Philippe Fournier-Viger, Zhitian Li, Jerry Chun-Wei Lin, Rage Uday Kiran, Hamido Fujita: 

























2) ISD 社研究開発指導員 
3) SANGIKYO 社開発指導員等 
4) Evaluation Committee member of ANVUR (the Italian National Agency for the Evaluation of 
Universities and Research Institutions), https://abilitazione.cineca.it/ocse/ 





1) SANGIKYO 社開発指導員等 
(e) 学会などにおける活動 
1) Editor-in-Chief The Journal of Knowledge Based Systems (Elsevier) impact factor 5.1  
2) Co-Editor-in-Chief, the journal of Applied Intelligence, Springer 
http://www.springer.com/computer/ai/journal/10489/PSE?detailsPage=editorialBoard 
3) Associate Editor, Journal of Information and Telecommunication(JIT), Taylor & Francis  
http://tandfonline.com/loi/tjit20 
4) Associate Editor of Journal of King Saud University(Elsevier) - Computer and Information Sciences  
https://www.journals.elsevier.com/journal-of-king-saud-university-computer-and-information-sciences 
5) Associate Editor of Journal of Journal of Ambient Intelligence and Humanized 
Computing, Springer  
http://www.springer.com/engineering/computational+intelligence+and+complexity/j
ournal/12652/PSE?detailsPage=editorialBoard 
6) Commission Editor , International Journal Array, (Elsevier)  
https://www.journals.elsevier.com/array/ 
7) Advisory Board member of Doctoral School of Applied Informatics and Mathematics, Óbuda University, 
Budapest, Hungary  
http://irob.uni-obuda.hu/?q=en/content/members#international_advisory_committee 
8) Cyber medical System Technical committee member, IEEE-SMC 
http://www.ieeesmc.org/technical-activities/cybernetics/cyber-medical-systems 
9) Professor Hamido Fujita is Distinguished Invited Professor and consultant at Electronic & Computer 
Engineering Division of  Ngee Ann Polytechnic, Singapore November 2018 
10) Serve as elected as member of the of International advisory committee of Antal of intelligent 
robotics, http://irob.uni-obuda.hu/?q=en/content/members#international_advisory_committee 
11) Invited speaker in Big Data Forum as speaker, on March 30~April 1st 2018, organized by Chongqing 




12) Invited by Sichuan University (Chengdu China) and South West Jiantong University (China) March 21 to 
March 27, as consultant and invited speaker.  
13) Invited speaker to Harbin Institute of Technology (HIT), (Harbin Campus) March 14 to March 17, 2018 
http://today.hit.edu.cn/news/2018/03-20/1430158030RL0.htm, Give a talk as Harbin Institute of 
Technology, (Harbin Campus), March 17 to March 21, 2018 
14) Prof. Hamido Fujita Steering Committee Chair of (PIC2018）The 2018 International Conference on Progress 
in Informatics and Computing (PIC-2018), in Suzhou, China http://www.picconf.com/, program 
http://www.picconf.com/CoferProg.htm, December 14-16, 2018. 
15) Prof. Hamido Fujita delivered invited talks in Shanghai Maritime University December 17, 2018（上海
海事大学）特別講演 “Data Analytics in Machine learning: New directions and Challenges in Knowledge-
Based Systems,” http://sem.shmtu.edu.cn/page2.asp?classid1=66&classid2=120&id=4610. Also invited 
talks at Shanghai University, and Shanghai University of Finance and Economics. December 18, 2018. 
16) 福建农林大学（Fujian Agriculture and Forestry University）symposium CCF YOCSEF 福州分论坛：信息安全与
农林大数据研讨会  (December 20, 2018)  https://www.ccf.org.cn/c/2018-12-19/658785.shtml   or 
http://www.fujita.soft.iwate-pu.ac.jp/Fuchou_Dec.pdf. 
17) Prof. Hamido Fujita is Keynote speaker for The ICERA 2018 International Conference on Engineering 
Research and Applications http://icera2018.tnut.edu.vn/keynote-speakers/   December 1-3, 2018 in 
Thai Nguyen, Vietnam, https://link.springer.com/book/10.1007/978-3-030-04792-4. 
18) Prof. Fujita is IEEE-SMC 2018 Tutorial-Chair SMC 2018, http://www.smc2018.org/, The 2018 IEEE 
International Conference on Systems, Man, and Cybernetics, October 7-10, 2018, Miyazaki, Japan. 
19) Prof. Hamido Fujita is the General co-Chair  of The 17th SOMET_2018, 17th International Conference 
on Intelligent Software Methodologies Tools and Techniques, to be held in Granada, Spain, on 26-28, 
September 2018, http://secaba.ugr.es/SOMET2018/, newspaper published in IDEAL (local in Granada) 
https://www.ideal.es/miugr/mayores-expertos-mundo-20180927142620-nt.html.  
20) Special interview with IDEAL newspaper in Granada, Spain https://www.ideal.es/culturas/maquinas-
sustituir-personas-20180929221840-ntvo.html  (September 29, 2018) 
21) Prof. Hamido Fujita is Keynote speaker at International Joint Conference on Rough Sets (IJCRS2018) 
http://conference.hocict.edu.vn/, August (20-24) in Quy Nhon, Vietnam, supported by International 
Rough Set Society. 
22) Prof. Fujita is a keynote speaker at CGCKD 2018 China, August, 2018 
http://fansmale.com/cgckd2018/pager-contributions.html http://fansmale.com/cgckd2018/report.html  
also in others: http://sxy.sicnu.edu.cn/p/52/?stid=st_app_news_i_x636712211843498975  
23) Prof. Hamido Fujita is Keynote speaker at The  10th  Mexican  Conference  on  Pattern  Recognition  
(MCPR2018), Puebla, Mexico from June 27 to June 30, 2018, 
https://ccc.inaoep.mx/~mcpr2018/speakers.html, some photos from the conference. 
24) Prof. Fujita is invited Professor on June 3-June 10 for four institutions in Changsha (China):  
Central South University (Students Evaluations Committee) http://bs.csu.edu.cn/info/1045/5465.htm   
and  , Hunan Normal University (Invited Lecture) http://news.hunnu.edu.cn/info/1469/33063.htm, Hunan 
University (invited talk) Changsha University of Science and Technology (Invited lecture) 
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25) Professor Dr. Hamido Fujita is visiting Professor at the Granada University, Granada Spain from May 
21- 25, 2018, Invited by the Department of Computer Science and Artificial Intelligence, E.T.S. de 
Ingenierias Informatica y de Telecomunicaci, University of Granada, Granada SPAIN 
26) Prof. Fujita is Plenary Speaker at IEEE 12th International Symposium on Applied Computational 
Intelligence and Informatics, (SACI2018) http://conf.uni-obuda.hu/saci2018/index.html, May 17-19, 
2018, Timisoara, Romania 
27) Professor Fujita receive Doctorate Honorary Causa (https://www.upt.ro/Informatii_doctor-honoris-
causa_417_en.html) on May 17 2018 from Timisoara Polytechnic University, Romania 
http://www.teleu.ro/Doua-titluri-de-Doctor-Honoris-Causa,-la-UPT_TeleU_1567.html  
28) Prof. Fujita is invited Professor on May 7~10 to Shanghai University to giving a talk, Shanghai, then 
invited by Tianjin University (Tianjin)  for Big Data Workshop, as speaker from May 10-13.  Also, in 
Chengdu May 13, invited by South-West Jiantong University, 
29) Visiting Professor at the Granada University, Granada Spain from May 26-June 1st, 2017, Invited by 
the Department of Computer Science and Artificial Intelligence, E.T.S. de Ingenierias Informatica y 
de Telecomunicaci, University of Granada, Granada SPAI 
30) Invited to Harbin Institute of Technology (HIT), (Harbin Campus) March 14 to March 17, 2018, then 
invited by Harbin Institute of Technology, (Shenzhen Campus) March 17 to March 21, then invited by 
Sichuan University (Chengdu) March 21 to March 27.  
31) participating in Big Data Forum as speaker, on March 30~April 1st 2018, organized by Chongqing 













職名： 准教授 氏名： 羽倉 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
マイクロコンピュータ制御，専門英語 I，インターンシップ I，インターンシップ II, 知能システム総論（オムニ
バス），学の世界入門，プロジェクト演習１，プロジェクト演習２，知能システム演習 B，知能システム演習 C，
知能システムゼミ A，卒業研究・制作 A，知能システムゼミ B，卒業研究・制作 B 
(b) 研究科担当授業科目 










1) 市川 尚, 後藤 裕介, 松田 浩一, 羽倉 淳, 学年混成によるプロジェクト型学習の実践と評
価, コンピュータ ソフトウェア, 2019, 36 巻, 1 号, p. 3-13, 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Yoshitaka Shibata, Yoshikazu Arai, Yoshia Saito, Jun Hakura, A IoT Based Disaster Information 
Platform for Challenged Network Environment in Snow Countries，The 10th International Workshop on 
Disaster and Emergency Information Network Systems, (IWDENS2019) （頁 537 ～ 544） ，2019年 03月 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 新井義和，齊藤義仰，羽倉 淳，柴田義孝，“北国における生活環境改善のための情報共有の基礎検討”，
2019 年電子情報通信学会総合大会，D-23-5, 2019. 
2) 後藤 裕介, 市川 尚, 松田 浩一, 羽倉 淳，「情報系学部において企業提供の実問題解決を行う PBLに関する
多様な期待実現の分析」，第 5回 実践的 IT教育シンポジウム rePiT2019 in 愛媛，2019年 1月 
(e) 研究費の獲得 
1) 岩手県立大学戦略的研究プロジェクト研究費，北国 IoT，1,000,000円，（分担者） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 第 5回実践的 IT教育シンポジウム 最優秀論文賞．論文名：「情報系学部において企業提供の実問題解決を行
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(c) 学生支援 

















2) 計測自動制御学会，システムインテグレーション部門講演会 SI2018，セッションオーガナイザー 
3) 国際会議論文査読 
4) BICT 2019 - 11th EAI International Conference on Bio-inspired Information and Communications 















向を分類する手法を構築した．ドライバの視野を 5 分割し，それぞれの分割範囲に 4 種類の対象物が存在するか
否か(20 特徴)，および，視界内の信号機，横断歩道等 6 種類の存在の有無の計 26 特徴を入力とし，危険の可能
性がある方向と注意をむけるべき対象を，SVM，KNN，決定木，Xgboost，NaiveBayes，Neural Networkといった手
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1) 榑松理樹・関義則，多様な方言に対応した音声認識システムの開発 ，ICTイノベーションフォーラム 2018，
2018年 10月 





4) 榑松理樹，多様な方言に対応した音声認識システムの開発，平成 30 年度電気関係学会東北支部連合大会， 
2018年 09月， 








































2) 学会誌査読 4件（Applied Intelligence×1, Knowledge-Based Systems×3） 
3) 国際会議査読 2件（IEEE 19th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools 
and Techniques×2件） 
4) The 19th International Conference on Intelligent Software Methodologies, Tools, and Techniques 
(SOMET_18) , Program committee 
(f) その他 
1) 岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科「情報処理入門」担当，平成 30年度前期 
 















































































1) Kotaro AMBAI and Hamido FUJITA ，“MNDO: Multivariate Normal Distribution based Over-sampling for 
binary classification”, The 19th International Conference on Intelligent Software Methodologies, 
Tools, and Techniques (SOMET_18)，2018/9 
2) Toshitaka HAYASHI and Hamido FUJITA ,“Sentence-level Sentiment Analysis using feature vectors 
from word embeddings”, The 19th International Conference on Intelligent Software Methodologies, 








    日時 2018年 11月 20日(16:20-17:50) ，2018年 11月 21日(10:30-12:00) 
    場所 講座サーバ室 10 
    演題 CAT - Presentation of main activities and projects 
    講師 
        Dr. Richard Cimler（University of Hradec Králové Faculty of Science Center of Advanced 
Technology） 
        Dr. Jitka Kühnová（University of Hradec Králové Faculty of Science Center of Advanced 
Technology） 
Mr. Cimr Dalibor（University of Hradec Králové Faculty of Science Center of Advanced 
Technology） 
     
 
 






















































① Ogata, T. & Akimoto, T. (Eds.) (2019). Post-Narratology Through Computational and Cognitive Approaches. Hershey, 
PA, USA: IGI Global. (521 ページ．ISBN13: 9781522579793, ISBN10: 1522579796, EISBN13: 9781522579809, DOI: 
10.4018/978-1-5225-7979-3) 
上記編著書において執筆した部分： 
(1) Ogata, T. (2019). A Computational, Cognitive, and Narratological Approach to Narrative Generation. In T. Ogata & 
T. Akimoto (Eds.), Post-Narratology Through Computational and Cognitive Approaches (pp.1-84). Hershey, PA, 
USA: IGI Global. 
(2) Ogata, T. (2019). Toward a Post-Narratology or the Narratology of Narrative Generation. In T. Ogata & T. Akimoto 
(Eds.), Post-Narratology Through Computational and Cognitive Approaches (pp.85-142). Hershey, PA, USA: IGI 
Global. 
(3) Akimoto, T. & Ogata, T. (2019). Consideration of Fundamental Methods and Principles for Human-Computer Co-
Creation of Narratives. In T. Ogata & T. Akimoto (Eds.), Post-Narratology Through Computational and Cognitive 
Approaches (pp.164-191). Hershey, PA, USA: IGI Global. 
(4) Ogata, T. (2019). Kabuki as Multiple Narrative Structures and Narrative Generation. In T. Ogata & T. Akimoto (Eds.), 
Post-Narratology Through Computational and Cognitive Approaches (pp.192-275). Hershey, PA, USA: IGI Global. 
 
②小方孝・川村洋次・金井明人 (2018). 『情報物語論―人工知能・認知・社会過程と物語生成―』. 東京：白桃書房.
（432ページ．ISBN13: 9784561561002） 
上記著書において執筆した部分： 
(1) 川村洋次・小方孝・金井明人 (2018). 物語の枠組み. In 小方孝・川村洋次・金井明人, 『情報物語論-人工知能・認
知・社会過程と物語生成-』, 1-16. 白桃書房. 
(2) 小方孝 (2018). 物語と人間／社会／機械-多重物語構造から人間／機械共棲系へ-. In 小方孝・川村洋次・金井明
人, 『情報物語論-人工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 19-44. 白桃書房. 
(3) 小方孝 (2018). 物語の分解から合成へ-見える物語と見えない物語-. In 小方孝・川村洋次・金井明人, 『情報物語
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論-人工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 45-62 . 白桃書房. 
(4) 小方孝・川村洋次・金井明人 (2018). 体験としての物語-学問としての物語を支えるもの-. In 小方孝・川村洋次・金
井明人, 『情報物語論-人工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 101-123 . 白桃書房. 
(5) 小方孝 (2018). 歌舞伎に向けて (1) -恣意性と編集性の物語から多重性と実存の物語へ -. In 小方孝・川村洋次・
金井明人, 『情報物語論-人工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 187-208 . 白桃書房. 
(6) 小方孝 (2018). 歌舞伎に向けて (2) -多重物語構造の諸相 -. In 小方孝・川村洋次・金井明人, 『情報物語論-人
工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 209- 244. 白桃書房. 
(7) 小方孝 (2018). 統合物語生成システム-メカニズムからコンテンツへ-. In 小方孝・川村洋次・金井明人, 『情報物語
論-人工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 247-288 . 白桃書房. 
(8) 小方孝 (2018). 外部への物語生成または芸能情報システムに向けて. In 小方孝・川村洋次・金井明人, 『情報物語
論-人工知能・認知・社会過程と物語生成-』, 327- 353. 白桃書房. 
(9) 小方孝 (2018). 内部への物語生成または私物語に向けて. In 小方孝・川村洋次・金井明人, 『情報物語論-人工知
能・認知・社会過程と物語生成-』, 355-370 . 白桃書房. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
(1) Ono, J. & Ogata, T. (2018). Acquiring Short Scripts and Setting a Case Frame in Each Acquired 
Script: Toward Random Story Generation. Journal of Robotics, Networking and Artificial Life, 
5(3), 212–216. 
(2) 小方孝 (2018). 物語生成の物語論あるいはポストナラトロジー. 認知科学, 25(2), 200-217. 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Ono, J., Ito, T. & Ogata, T. (2018). Considering a Haiku Generation Process Using Deep Learning. Proceedings 
of the 28th Annual Conference of the Japanese Neural Network Society. 166-167. 
2) Ito, T., Ono, J. & Ogata, T. (2018) Using Motifs of Folktales for Narrative Generation. Proceedings of the 59th 
Special Interest Group on Language Sense Processing Engineering, pp. 8-11. (SMC2018 Workshop on 
Informational and Cultural Narratology and Cognitive Content Generation.). 
3) Ono, J., Ito, T. & Ogata, T. (2018) Remaking a Story Using Cutting and Gaps. Proceedings of the 59th Special 
Interest Group on Language Sense Processing Engineering, pp. 15-17. (SMC2018 Workshop on Informational and 
Cultural Narratology and Cognitive Content Generation.). 
4) T. Ito, J. Ono, & T. Ogata. (2018). Haiku Generation Using Gap Techniques. 2018 International Conference on 
Artificial Intelligence and Virtual Reality. V-004. 
5) Ono, J. & Ogata, T. (2019). A Method of Haiku Generation Using Deep Learning for Advertising Generation 
Proceedings of the 2019 International Conference on Artificial Life and Robotics. 578- 580. 
6) 伊藤拓哉・佐々木淳・小方孝 (2018). 広告に関する Creative Genomeを用いた CM コンセプト俳句の生成. 『日
本認知科学会第 35回大会発表論文集』, 516-517. 
7) 青木慎一郎・小方孝・小野淳平 (2018). ADSに見られる認知・行動パターンと物語生成. 『日本認知科学会第 35
回大会発表論文集』, 652-660. 
8) 小方孝 (2018). 歌舞伎と文化的ナラトロジーへの物語生成アプローチの構想. 『日本認知科学会第 35 回大会
発表論文集』, 700-707. 






1) 小野淳平・伊藤拓哉・小方孝 (2018). 統合物語生成システムの未結合諸要素と属性情報による概念辞書の拡
張. 『2018年度 人工知能学会全国大会（第 32回）論文集』. 3Pin1-28. 
2) 伊藤拓哉・五十嵐広太・小方孝 (2018). 俳句生成への多重的アプローチの考察. 『2018年度 人工知能学会
全国大会（第 32回）論文集』. 3B1-OS-22a-04. 
3) 小方孝 (2018). 歌舞伎における人物のテクスト解析と構造化-物語生成システムにおける利用のために-. 
『2018年度 人工知能学会全国大会（第 32回）論文集』. 2H3-NFC-4a-05. 
4) 小野淳平・伊藤拓哉・小方孝 (2018). 接続と切断の物語生成技法.『信学技報(IEICE Technical Report)』. 
118(99). 1-6. 
5) 小方孝 (2018). 歌舞伎に見る物語生成の枠組みと技法.『信学技報(IEICE Technical Report)』. 118(99). 
7-12. 
6) 小方孝 (2018). 歌舞伎における物語の技法を抽出する.『信学技報(IEICE Technical Report)』. 118(122). 
7-12. 
7) 小野淳平・伊藤拓哉・小方孝 (2018). 物語生成における情報の獲得と学習. 『信学技報(IEICE Technical 
Report)』. 118(122). 13-16. 
8) T. Ito, J. Ono & T. Ogata (2018). Narrative Concept Generation from Haiku. 『平成 30年度電気関係
学会東北支部連合大会講演論文集』, 1F18. 
9) 小野淳平・佐々木淳・伊藤拓哉・小方孝 (2018). Creative Genome のパラメータに基づく広告ストーリー生
成に向けて. 『第 58回ことば工学研究会予稿集』, 35-47. 
10) 伊藤拓哉・小野淳平・小方孝 (2018). 物語生成のための民話モチーフの利用. 『第 58回ことば工学研究会
予稿集』, 55-59. 
11) 小野淳平・佐々木淳・小方孝 (2018). 広告の Creative Genomeパラメータを利用した深層学習機構の試み―
広告生成と物語生成の結合に向けて―. 『第 60回ことば工学研究会予稿集』. 43.月 
12) 小野 淳平・佐々木 淳・小方 孝 (2019). CMの分析に基づく物語生成手法の考察―統合物語生成システムと
“Creative Genome”の有機的結合に向けて―. 『第 61回ことば工学研究会資料』. 39-46. 
13) 小野 淳平・伊藤 拓哉・小方 孝 (2019). 昔話のモチーフのプログラム化とモチーフ構造の比較. 『第 61回
ことば工学研究会資料』. 51-62. 
14) 小方 孝 (2019). Considering the Narrative Generation of Kabuki from Examples. 『第 61回ことば工学
研究会資料』. 63-77. 







助成金．研究代表者（単独）．100万円．2017年 1月-2018年 12月．（継続） 
3) 物語生成における仮想空間の可視化」の共同研究．平成 29年度岩手県立大学雇用創出研究開発．株式会社ショー
ジックと共同研究．400万円（配分額：168万円）．2018年 4月-2019年 2月. 
4) 歌舞伎の物語生成―多重物語構造・型・芸能情報システムに基づく調査と構成―．科研費（挑戦的研究・萌芽）・1 8 
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K 1 8 5 0 9．研究代表者（単独）．624万円（一年目配分額：234万円）．2018年 4月-2021年 3月． 
5) HI（ヒューマンインテリジェンス）を用いたクリエイティブ定義システム―「Creative Genome」の精査，および映像文法解




























① 物語生成における仮想空間の可視化」の共同研究．平成 29 年度岩手県立大学雇用創出研究開発．株式会社ショ
ージック（岩手県奥州市）と共同研究． 
② HI（ヒューマンインテリジェンス）を用いたクリエイティブ定義システム―「Creative Genome」の精査，および映像文法解











1) International Conference on Artificial Life and Robotics, International Organizing Committee (ICAROB 2017) 
2) 日本認知科学会第 34 回全国大会，オーガナイズドセッション（「「脳／心理」‐「記号／文芸」‐「社会／制度」をつな
ぐ物語生成」）の企画・実施・座長（代表者）（2017.9，金沢大学） 
3) 第 56回ことば工学研究会を開催（2017.12，岩手県立大学・アイーナ） 
4) 第 56 回ことば工学研究会，オーガナイズドセッション（「「脳／心理」‐「記号／文芸」‐「社会／制度」をつなぐ物語生
成」）の企画・実施（Co-chair）（2017.12，岩手県立大学・アイーナ） 
5) The 2018 International Conference on Artificial Life and Robotics (ICAROB 2018), Organized Session (Automated 
Content Generation and Cognitive Content Generation), 企画・実施. C-chair: T. Ogata, Co-Chair. (Jan., 2018) 
6) Ogata, Takashi & Asakawa, Shin, Eds. (2018). Content Generation Through Narrative Communication and Simulation. 






① T. Ogata (単著): Toward an Integrated Approach to Narrative Generation: Emerging Research and Opportunities. 
IGI Global. (印刷中，2019年刊行予定) 
② T. Ogata (単著): Internal and External Narrative Generation Through Post-Narratology: Emerging Research and 
Opportunities. IGI Global. (審査中，2020年刊行予定) 
③ （仮題）小方孝（単著）：ポストナラトロジーの構想．東京：新曜社．（執筆中） 
④ （仮題）小方孝（単編著）：ポストナラトロジーの展開．東京：新曜社．（編集・執筆中） 
⑤ T. Ogata & J. Ono (Eds.): Bridging the Gap Between Artificial Intelligence, Cognitive Science, and Narratology with 
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職名： 准教授 氏名： David Ramamonjisoa（ダビド ラマムジスア） 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学, 知能システム学, ソフトウェア情報学総論(1回), 知能機械と自然言語処理,  
知能システム総論, 知能システム演習 I, 知能システム演習 II, 
基礎教養入門，キャリアデザイン I, キャリアデザイン II,  











David Ramamonjisoa. The Calculus behind Learning in DNNs Revisited.” in the Book on the Conference Proceedings of 
the International Conference in Mathematics and Applications, (ICMA-MU2018) pages:43--52. 




1) David Ramamonjisoa. The Calculus behind Backpropagations Revisited.” Accepted in the Conference Proceedings of 
the International in Mathematics and Applications, (ICM-MAC2018) . October 2018. 
 (note: The conference was cancelled at the last moment, however the conference fees are paid and not refunded by my 








































2018年度では私が指導した 4年生の卒業生が 3名であった．  


































































1) Ito, T., Ono, J. & Ogata, T. (2018) Using Motifs of Folktales for Narrative Generation. Proceedings of the 59th 
Special Interest Group on Language Sense Processing Engineering, pp. 8-11. (SMC2018 Workshop on Informational 
and Cultural Narratology and Cognitive Content Generation.). 
2) T. Ito, J. Ono, & T. Ogata. (2018). Haiku Generation Using Gap Techniques. 2018 International Conference on 
Artificial Intelligence and Virtual Reality. V-004. 
3) 伊藤拓哉・佐々木淳・小方孝 (2018). 広告に関する Creative Genome を用いた CM コンセプト俳句の生成. 『日本
認知科学会第 35回大会発表論文集』, 516-517. 
4) 伊藤拓哉・五十嵐広太・小方孝 (2018). 俳句生成への多重的アプローチの考察. 『2018 年度 人工知能学会全国
大会（第 32回）論文集』. 3B1-OS-22a-04. 
5) T. Ito, J. Ono & T. Ogata (2018). Narrative Concept Generation from Haiku. 『平成 30年度電気関係学会東北支
部連合大会講演論文集』, 1F18. 




1) 伊藤拓哉（学部 4年） 
1) 平成 30年度 情報処理学会東北支部 学生奨励賞 
2.20.4. その他の活動 
（招待講演） 
1) 小方孝 (2019). 歌舞伎の物語戦略への序―「歌舞伎の物語生成」の観点から―. 『電子情報通信学会
総合大会予稿集』．（招待講演） 






























職名： 教授 氏名： Basabi Chakraborty 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
計算モデル論，専門英語 II，知能システム演習 I，知能システム演習 II，知能システム総論，ソフトウェア情報
学部総論，知能システムゼミ A，基礎教養入門，キャリアデザインＩ，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロ











1) Saptarsi Goswami, Amlan Chakrabarti, Basabi Chakraborty, “An empirical study of feature 
selection for classification using genetic algorithm”, International Journal of Advanced 
Intelligence Paradigms, Vol. 10, No. 3, pp. 305—326, 2018. 
2) Atsushi Kawamura, Basabi Chakraborty, "A new penalty-based wrapper fitness 
function for feature subset selection with evolutionary algorithms", 
Journal of Information and Telecommunication, Volume 2-2, p.163-180, 2018. 
3) Arul V. H, Ramalatha Marimuthu and Basabi Chakraborty , “A novel approach to improve the speech 
intelligibility Using Fractional Delta Amplitude Modulation Spectrogram”, Cybernetics and 
Systems, Vol 49, No. 7, October 2018,  pp. 1-31 
4) Arul V. H, Ramalatha Marimuthu and Basabi Chakraborty, “Emotion Recognition of Speech Signal 
using Taylor Series and Deep Belief Network based Classification, Accepted in “ accepted in 
Multiagent and Grid Systems” 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) Takayuki Yoshida, Basabi Chakraborty and Takako Hashimoto, “Performance study of activity dependent 
user authentication from smartphone sensors’ data”, in Proceedings of MIRU 2018. 
2) Hidetoshi Ito and Basabi Chakraborty, “A Proposal for Cost Aware Edge-Detectional Dynamic Time 
Warping for Time Series Classification”, in Proceedings of iCAST 2018, pp. 150 –154. 129.  
3) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “A New Filter Evaluation Function for Feature Subset 
Selection with Evolutionary Computation”,  in Proceedings of iCAST 2018, pp. 101–105.  
4) Subha Jyoti Das and Basabi Chakraborty, “Aspect Aware Optimized Opinion Analysis of Online Product 
Journal of Faculty of Software and Information Sciences, Vol.15 
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Reviews”, in Proceedings of iCAST 2018, pp. 144-149. 
5)  Basabi Chakraborty, “Gait Related Activity Based Person Authentication with Smartphone Sensors”, 
2018 12th International Conference on Sensing Technology (ICST), pp. 208---212, 2018.  
6) Taketo Nishikata, Takako Hashimoto, Basabi Chakraborty, “ Developing Social Information Platform 
for Cool Japan in Asian Countries, in Proc. of   IEEE TENCON2018,  pp. 2426-2430, 2018. 
7) Kotaro Nakano and Basabi Chakraborty,  Effect of Data Representation Method for Effective Mining of 
Time Series Data, 2019 IEEE International Conference on Big Data and Smart Computing (BigComp), 
pages 1-6 
8) Subha Jyoti Das and Basabi Chakraborty, “An approach towards domain independent automatic opinion 
analysis of online product reviews” in Proceedings of International conference AIT 2019, held in 
Taichung, Taiwan in March, 2019. 
 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 伊藤秀俊, Basabi Chakraborty, “Reduction of computational complexity for Dynamic Time Warping with 
Edge detection”, 電気関係学会東北支部連合大会, 2018 
2) 川村篤志, Basabi Chakraborty, "進化計算を用いたフィルター特徴選択に関する評価指標の提案", 人工知能学会
全国大会 2018. 
3) 川村篤志, Basabi Chakraborty, "トピックコヒーレンスを用いた特徴選択に対するフィルター評価手法の提案", 
2018年度電気関係学会東北支部連合大会. 
4) 常井義友，バサビ チャクラボルテイ, “スマートフォンユーザ認証のための畳み込みニューラルネットワークモデ
ルの開発に関する研究”, 情報処理学会第 81回全国大会, 2018. 
5) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “Role of Efficient Similarity Measures for Time Series data 
mining”, in IEEE- ANTS 2018, December 2018.  
6) (Invited Lecture) Basabi Chakraborty, “ New Similarity Measures for Time Series Analysis”, in DBMI, 
Korea, October, 2018 
7) (Key Note Lecture) Basabi Chakraborty “Efficient Similarity Measures for Time Series Classification”, 





























1) PC committee member (IEEE IJCNN 2018, IEEE SMC 2018,  ICCI*CC 2018, IEEE TENCON 2018, ACM NWDCN 
Workshop 2019, など 22件) 
2) Session Chair (ITISE 2018, IEEE ANTS 2018, NWDCN 2019, ICCAIAIT 2019) 
3) Invited and Keynote Lectures：3件 
4) Reviewer : Around 45 papers in several International conferences, 15 papers in several Journals: 
IEEE Tran. SMC, Pattern Recognition, Pattern Recognition letter, DMKD, IEICE Trans. On Inf. and 
Sys. IEEE Trans. On Knowledge and Data Engineering, Journal of Intelligent and Fuzzy Systems 












































 (c) 博士(後期)論文概要 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) Atsushi Kawamura, Basabi Chakraborty, "A new penalty-based wrapper fitness 
function for feature subset selection with evolutionary algorithms", 
Journal of Information and Telecommunication, Volume 2-2, p.163-180, 2018. 
2) Takayuki Yoshida, Basabi Chakraborty and Takako Hashimoto, “Performance study of activity 
dependent user authentication from smartphone sensors’ data”, in Proceedings of MIRU 2018. 
3) Hidetoshi Ito and Basabi Chakraborty, “A Proposal for Cost Aware Edge-Detectional Dynamic Time 
Warping for Time Series Classification”, in Proceedings of iCAST 2018, pp. 150 –154. 129.  
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4) Atsushi Kawamura and Basabi Chakraborty, “A New Filter Evaluation Function for Feature Subset 
Selection with Evolutionary Computation”,  in Proceedings of iCAST 2018, pp. 101–105.  
5) Subha Jyoti Das and Basabi Chakraborty, “Aspect Aware Optimized Opinion Analysis of Online Product 
Reviews”, in Proceedings of iCAST 2018, pp. 144-149. 
6) Kotaro Nakano and Basabi Chakraborty,  Effect of Data Representation Method for Effective Mining 
of Time Series Data, 2019 IEEE International Conference on Big Data and Smart Computing (BigComp), 
pages 1-6 
7) Subha Jyoti Das and Basabi Chakraborty, “An approach towards domain independent automatic opinion 
analysis of online product reviews” in Proceedings of International conference AIT 2019, held in 
Taichung, Taiwan in March, 2019. 
 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 伊藤秀俊, Basabi Chakraborty, “Reduction of computational complexity 
for Dynamic Time Warping with Edge detection”, 電気関係学会東北支部連合大会, 2018 
2) 川村篤志, Basabi Chakraborty, "進化計算を用いたフィルター特徴選択に関する評価指標の提案", 人工知
能学会全国大会 2018. 
3) 川村篤志, Basabi Chakraborty, "トピックコヒーレンスを用いた特徴選択に対するフィルター評価手法の提
案", 2018年度電気関係学会東北支部連合大会. 
4) 常井義友，バサビ チャクラボルテイ, “スマートフォンユーザ認証のための畳み込みニューラルネットワー










































1) M. Hozawa, Y. Morino, Y. Matsumoto, R. Tanaka, K. Nagata, A. Kumagai, A. Tashiro, A. Doi, K. 
Yoshioka, “3D-computed tomography to compare the dimensions of the left atrial appendage in 
patiens with normal sinus rhythm and those with paroxysmal atrial fibrillation“, Journal of Heart 
and Vessels, ISSN 0910-8327, Springer , 2018.  
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文，国際会議プロシーディング，ワークショップ等） 
1) M. Yamashita, S. Sasaki, A. Doi1 K. Satoh, H. Ogawa, “Study on Resistance Parameter Setting of 
Acupuncture Treatment Training System”, The 13th Int. Conf. on Innovative Mobile and Internet 
Services in Ubiquitous Computing (IMIS-2019), Univ. of Tech. Sydney (UTS), Australia(Sydney), 
2019/7. 
2)  S. Sekimura, T. Kato, H. Takahashi, A. Doi, T. Mawatari, T. Sugawara, "Development of automatic 
bone extraction tool from CT images using deep neural network", The 2019 Int. Conf. on Artificial 
Life and Robotics (AROB-2019), Japan(Beppu), 2019/1. 
3) Z. Gao, A. Doi, K. Sakakibara, T. Hosokawa, M. Harada, "3D Measurement and Modeling for Gigantic 
Rocks at the Sea", The 21st Int. Conf. on Network-Based Info. Systems (NBiS-2018) Workshop 
(INVITE2018), Slovakia, 2018/9. 
4) M. Yamashita, A. Doi, H. Ogawa, “Training System Using a Force Feedback Device for Acupuncture 
Treatment", The 32nd IEEE Int. Conf. on Advanced Information Networking and Applications (IEEE 
AINA-2018), Porland(Cracow), 2018/5. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 三田裕介, 土井章男, 加藤徹, 高橋弘毅, 関村匠斗, 馬渡太郎, 菅原卓, “深層学習を用いた脊椎 CT画像
からの腰椎の自動検出”，画像電子学会，2019/9. 
2) 高屋敷至, 土井章男, 加藤徹, 高橋弘毅, 関村匠斗, 朴澤麻衣子, 森野 禎浩,“心臓ＣＴ画像からの左心耳
領域セグメンテーションの基礎検討”，電子情報通信学会医用画像研究会，Vol. IEICE-119, No.104, pp. 43-
48, 2019/7. 
3) 高志毅，加藤徹，高橋弘毅，土井章男，“3D ハフ変換を用いた点群データからの平面抽出手法の研究開発”，




ムの研究開発”, 日本バーチャルリアリティ学会第 37回テレイマージョン技術研究会，2019/3. 
5) 高志毅，土井章男(岩手県立大学)，榊原健二，細川智徳，原田昌大，小野寺亮太，“自然景観の 3D 計測と 3D
プリントモデル構築”，日本バーチャルリアリティ学会第 36回テレイマージョン技術研究会，2018/12. 





1) 心臓カテーテル手術を支援する心臓定量化ソフトウェアの基礎研究（公益財団法人 JKA，412万円） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 可視化情報学会理事，見える化研究会主査，Journal of Visualization 副編集長 
2) 心臓定量化ソフトウェアの展示および論文発表（日本心血管インターベンション治療学会学術集会（シービ

























































な３D データを生成した．得られた写真画像からの点群生成には，Pix4D 社の Pix4DMapper を使用して，点群生成に約
2.0日を要した．図 5は三王岩付近の全体の 3 Dプリンタ用モデルである．また，出来る限り大きな 3Dプリントモデルを製






である．そのため我々は CT 計測時の条件を一定とした造影剤入り心臓 CT 画像を対象に，Fully Convolutional Neural 
Networks (FCN)を利用したセマンティックセグメンテーション手法に加え，ミニバッチや Adversarial Trainingを適用し左心
耳領域のみの自動抽出を行った．本手法により心臓 CT 画像から左心耳閉鎖術の術前計画支援に必要な情報を自動的
に得ることが可能となった． 
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左心耳閉鎖術（Left Atrial Appendage Occlusion (LAAO)）は左心耳領域をカテーテル手術により閉鎖デバイスで閉じる
手術である．心房細動（Atrial Fibrillation (AF)の患者(以下，AF患者)に発生する脳梗塞の約 90％は，左心耳で形成され
た血栓に起因すると言われている．LAAO は一回限りの手技で済むため，出血のリスクを伴うワルファリンの服用を中止で
きる可能性がある．これは AF 患者に対して，脳卒中の予防にも費用対効果が最も高いと報告されている．また，AF 患者
に心臓手術が必要となった場合，同時に外科的な LAAO を実施するとその後 3 年間の血栓塞栓症による再入院リスクの
減少，LAAOによる脳梗塞と総死亡率の減少等が報告されている． 
Fully Convolutional Network（FCN）は，Convolutional Neural Network（CNN）の 1つであり，一般にピクセル単位のラベ
ル付けまたはピクセル単位の分類を行うセマンティックセグメンテーションに使われる．本稿で使用した FCN のネットワーク
では，過学習を防ぐために Adversarial Training やネットワーク内部での鏡面変換などのデータ拡張を行っている．ラベル
データの作成には，画素一つ一つに対して左心耳領域のアノテーションを付加した．実験には，造影剤入り心臓
































図 5 3D プリンタ用モデル（男岩，女岩，太鼓岩，津波石） 
 
図 6  自動左心耳領域抽出（心臓 CT 画像，抽出結果（正面），抽出結果（側面）） 
 



















拡張を行った．本実験では学習の際，スライス画像を 1 枚ずつ読み込む手法 A とスライス画
像を複数枚ずつ読み込む手法 Bの 2手法を実装し，本提案の有効性を評価した． 
 




概要：心臓 CT の読影および術前計画の支援を目的として心臓 CT からの冠動脈や心房，心室
のセグメンテーション手法およびセグメンテーション結果の術前計画への利用方法を提案し
た．心臓のセグメンテーションは Fully Convolutional Neural Networks を利用し，同時に
少ないラベルデータで高精度のセグメンテーションモデルを作成するために Adversarial 
Networkと Adversarial Trainingを組み合わせた半教師学習手法を検討した． 
 






3) S. Sekimura, T. Kato, H. Takahashi, A. Doi, T.  Mawatari, and T. Sugawara, “Development of 
automatic bone extraction tool from CT images using deep neural network”, The 2019 International 
Conference on Artificial Life and Robotics (AROB2019), 2019/1. 
4) Z. Gao, A. Doi, K. Sakakibara, T. Hosokawa, and M. Harada, “3D Measurement and Modeling for 
Gigantic Rocks at the Sea”, The 21st Int. Conf. on Network-Based Info. Systems (NBiS2018) Workshop 
(INVITE2018), 2018/9, Slovakia.  
5) 関村匠斗,土井章男, 加藤 徹, 朴澤麻衣子, 森野禎浩，”半教師学習による心臓のセマンティックセグメンテ
ーションの基礎検討”，電子情報通信学会医用画像研究会，メディカルイメージング連合フォーラム，2019/1.  




7) 高屋敷至, 土井章男, 加藤徹, 高橋弘毅, 関村匠斗, 朴澤麻衣子, 森野 禎浩,“心臓ＣＴ画像からの左心耳
領域セグメンテーションの基礎検討”，電子情報通信学会医用画像研究会(IEICE-119)， IEICE-119, No.104, 
pp. 43-48, 2019/7.  
8) 高屋敷至, 関村匠斗, 加藤徹, 高橋弘毅, 土井章男, 馬渡太郎, 菅原卓, “FCNを用いた高解像度な 3次元
画像のセグメンテーション手法の研究開発”, 平成 30年度芸術科学会東北支部大会, 大会論文, 2019/1. 
9) 小原崇裕, 関村匠斗, 加藤徹, 高橋弘毅, 土井章男, 馬渡太郎，”3次元膝 CT画像から骨切ライン自動抽出
に関する研究”, 平成 30年度芸術科学会東北支部大会, 大会論文，2019/1. 
10) S. Kou, K. Satoh, A. Doi, K. Sakakibara, T. Hosokawa, M. Harada, T. Konno, “3D Modeling of 
cultural property gardens and utilization for acceleration of disaster reconstruction”, 23rd Int. 
Symp. of Artificial Life and Robotics, Jan. 18-20, 2018. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 関村匠斗，電気学会東北支部，平成 30 年度優秀学生賞，深層学習を用いた心臓 CT 画像の画像認識，2019
年 3 月 20 日 
2.22.4. その他の活動 
特になし 
 
